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1. はじめに 

1.1. 背景と目的 

1.1.1. 背景 

本市は、日本文化発祥の地、または古代文化における中心地して栄え、「国際文化観光

都市」、「世界遺産のあるまち」として発展を続けています。また、明治 31 年（1898 年）

に市制を施行してから、周辺の市町村との 7 度の合併を経て、豊かな自然と多くの文化

遺産、人びとの暮らしが共存した魅力ある市となりました。 
本市の発展に伴い、道路施設も増加し、本市は令和 8 年 3 月現在、橋梁 666 橋、横断

歩道橋 20 橋、トンネル 3 基、大型カルバート 8 基、門型標識 1 基と数多くの道路施設を

管理しています。そのうち、高度経済成長期に建設された道路構造物は今後一斉に老朽

化することが予想され、多くの道路施設が修繕、更新の必要な時期を迎えます。例えば、

建設後 50 年を経過した橋梁は、現在は 62％ですが、10 年後は 74％、20 年度は 98％と

なり、急速に老朽化が進み、年々、修繕、更新が必要な道路施設が増え続けていきます。

したがって、今後、限られた財源の中でこの事態に対応するためには、適切な方針、計画

を策定し、道路施設を効率的に維持管理していくことが必要です。 
 

1.1.2. 目的 

本市における道路施設を限られた財源の中で効率的に維持管理するため、以下の 3 点

を目的として道路施設長寿命化修繕計画を策定しました。 
  従来の大規模修繕や架け替えを中心とした従来の事後保全型の管理から予防保全

型の管理に方向転換し、道路施設の長寿命化を図るだけでなく、維持管理・更新費

用を縮減し、道路交通の安全性を確保する。 
  奈良市の地域特性を踏まえ、対策を行う優先度を明確にした上で、維持管理・更新

する費用を平準化する。 
  「点検」、「診断」、「対策」、「記録」といった維持管理のサイクルを構築し、サービ

ス水準を維持する。 
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1.2. 本計画の位置づけ 
「奈良市道路施設長寿命化修繕計画」は、上位計画である「公共施設等総合管理計画」

における公共施設に関する方向性に即し、道路施設の維持管理方法について取りまとめて

います。 

 
※奈良市公共施設等総合管理計画（H27.2）P1「計画の位置づけ」を一部編集 

図 1-1 本計画の位置づけ 

 

2. 道路施設等の維持管理基本方針 

2.1. 対象施設 
本市における対象施設は以下のとおりです。 

表 2-1 対象施設 

施設区分 単位 数量 備考 

橋梁 橋 666 跨道橋・跨線橋含む 
横断歩道橋 橋 20  
トンネル 基 3  

大型カルバート 基 8  
門型標識 基 1 道路標識 

 
 

  

■奈良市総合計画

■公共施設等総合管理計画
（公共施設等マネジメント基本方針）

■地方計画マスタープラン
（立地適正化計画）

即する

整合

■各施設の個別計画
・道路施設長寿命化修繕計画
・公園長寿命化計画 など

都市基盤施設

即する

■新・奈良市行財政改革
重点取組項目 踏まえる
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10年未満

0.8%【2橋】

10年以上20年未満

0.6%【4橋】

20年以上30年未満

1%【8橋】

30年以上40年未満

23%【156橋】

40年以上50年未満

12%【79橋】

50年以上

62%【414橋】

橋梁数

666橋

2.2. 対象施設毎の現状と課題 

2.2.1. 橋梁 

本市が管理する橋梁は、令和 7 年度現在で 666 橋です。このうち、建設後 50 年を経過

する橋梁は全体の約半数を占めており、今後 10 年後、20 年後にはさらに多くの橋梁が

老朽化していきます。老朽化が懸念される橋梁の中には、地震等の災害時に円滑な救助

活動や災害復旧を行うために整備されている緊急輸送道路ネットワーク路線に係る橋梁

が 34 橋あります。 
今後、計画的に維持管理し、道路交通の安全性確保、維持管理・更新費用を縮減が求め

られています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

写真 2-1 平城大橋 写真 2-2 那羅山橋 

 
 

  

図 2-1 橋梁の経過年数 
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表 2-2 緊急輸送道路ネットワーク路線に該当する道路橋 

整理 
番号 

施設名 路線名 架設年度 
橋長 
(m) 

橋種 
緊急輸送道路 

指定 

交差道路の 
緊急輸送道路 

指定 

1 平城大橋 奈良阪南田原線 1971 144.5 PC 橋 二次 一次 

2 トイリ橋 吐山・天理線 1970 2.5 RC 橋 二次 － 

3 無名橋００１ 登美ヶ丘中町線 1969 25.1 PC 橋 二次 一次 

4 鶴舞橋 登美ヶ丘中町線 1965 97 PC 橋 二次 － 

5 山陵跨線橋 奈良阪南田原線 1974 18.9 PC 橋 二次 － 

6 コフケ橋 吐山・天理線 1970 3.4 RC 橋 二次 － 

7 川田橋 吐山・天理線 1970 9.4 PC 橋 二次 － 

8 那羅山橋 奈良阪南田原線 1974 19.3 PC 橋 二次 － 

9 城地橋 吐山・天理線 1970 4.7 溝橋 二次 － 

10 宮の谷橋 吐山・天理線 1970 5.6 溝橋 二次 － 

11 北谷橋 吐山・天理線 1970 6.1 溝橋 二次 － 

12 ゴゴ谷橋 吐山・天理線 1970 4.1 溝橋 二次 － 

13 新山陵橋 西大寺一条線 1992 21.6 PC 橋 二次 － 

14 新西大寺橋 西大寺一条線 1992 20.5 PC 橋 二次 － 

15 九条高架橋 九条線 1990 62 PC 橋 二次 － 

16 無名橋０３２ 奈良阪南田原線 1974 7.4 RC 橋 二次 － 

17 無名橋０２７ 登美ヶ丘中町線 1965 5.1 RC 橋 二次 － 

18 佐保橋 六条奈良阪線 1965 11.7 RC 橋 二次 － 

19 石橋 吐山・天理線 1970 4.1 RC 橋 二次 － 

20 九条大橋 九条線 1975 31.3 鋼橋 二次 － 

21 無名橋０６３ 中部第１５００号線 1990 11.6 PC 橋 二次 － 

22 無名橋０２３ 中部第１７３号線 1990 150.1 PC 橋 － 一次 

23 平城山跨道橋 中部第１２８７号線 1976 121.2 鋼橋 － 一次 

24 無名橋０１９ 東部第３３１号線 1990 37.5 PC 橋 － 一次 

25 中畑歩道橋 東部第３２３号線 1965 40.3 PC 橋 － 一次 

26 大和架道橋 西部第６００号線 1974 20.7 PC 橋 － 一次 

27 学園大和歩道橋 西部第９３９号線 1985 28.1 鋼橋 － 一次 

28 １号跨道橋 西部第７３１号線 1990 38.1 PC 橋 － 一次 

29 ３号跨道橋 西部第６８２号線 1990 35.2 PC 橋 － 一次 

30 無名橋０２４ 西部第１１４１号線 1990 45.5 PC 橋 － 一次 

31 黒髪橋 北部第８号線 1974 59.7 鋼橋 － 二次 

32 外山橋 中部第１５３号線 1981 26.2 鋼橋 － 二次 

33 無名橋４４９ 登美ヶ丘鹿畑線 2006 23.4 PC 橋 － 二次 
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2.2.2. 横断歩道橋 

本市が管理する横断歩道橋は令和 7年度現在で 20
橋です。最も古い施設は建設から 52 年経過していま

す。横断歩道橋では、老朽化により部材片の落下な

どが懸念されています。また、橋長 300m 以上の大

規模で管理が大変な施設もあります。緊急輸送道路

ネットワーク路線に係る横断歩道橋が 2 橋あります。 
今後、計画的な維持管理し、道路交通の安全性

確保、維持管理・更新費用を縮減が求められてい

ます。 
 

  

写真 2-3 三条宮前歩道橋 写真 2-4 鶴舞橋歩道橋 

表 2-3 横断歩道橋の諸元 

整理 
番号 

施設名 路線名 
架設 
年度 

橋長 
(m) 

交差道路の 
緊急輸送道路 

指定 

1 中町２号歩道橋 西部第 1157 号線、西部第 1158 号線 1997 157 － 

2 帝塚山南一丁目歩道橋 西部第 1141 号線 1990 64.8 － 

3 三条宮前歩道橋 中部第 639 号線 1990 382.3 － 

4 西千代ヶ丘一丁目歩道橋 西部第 603 号線 1996 37 － 

5 鳥見歩道橋 鳥見二名線 1976 60.4 － 

6 緑ヶ丘横断歩道橋 北部第 22 号線 1982 55 － 

7 中登美ヶ丘三丁目歩道橋 西部第 13 号線・西部第 1160 号線 1997 65.5 － 

8 神功歩道橋 中部第 1011 号線 1972 46.2 － 

9 記谷橋 中部第 1057 号線 1990 57.3 － 

10 学園前駅南歩道橋 登美ヶ丘中町線 1990 150 二次 

11 学園前駅北歩道橋 登美ヶ丘中町線 1990 145 二次 

12 大和西大寺駅南北自由通路 市道中部 1500 号線 2020 75.5 跨線橋 

13 平城山旅客通路 北部第 595 号線 1984 118 跨線橋 

14 中町 1 号歩道橋 西部第 722 号線西部第 1157 号線 1997 248.6 － 

15 八軒町歩道橋 大森高畑線 1976 22 － 

16 紀寺歩道橋 大森高畑線 1973 26.2 － 

17 鶴舞橋歩道橋 登美ヶ丘中町線 1985 408.8 二次 

18 中登美ヶ丘歩道橋 登美ヶ丘鹿畑線 1976 17.9 二次 

19 登美ヶ丘中学校前歩道橋 市道登美ヶ丘鹿畑線 1997 49.5 二次 

20 左京横断歩道橋 中部第 1194 号線 1985 49.5 － 

図 2-2 横断歩道橋の経過年数 

10年未満

5%【1橋】

20年以上30年未満

25%【5橋】

30年以上40年未満

35%【7橋】

40年以上50年未満

25%【5橋】

50年以上

10%【2橋】

橋梁数

20橋
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2.2.3. トンネル 

本市が管理するトンネルは令和 7 年度現在で

「深川トンネル」、「奈良阪トンネル」、「中之庄ト

ンネル」の 3 施設です。深川トンネルにおいて

は建設から 41 年が経過しています。トンネルで

は老朽化により、コンクリート片や照明などの

附属設備の落下などが懸念されます。 
今後、計画的な維持管理し、道路交通の安全性

確保、維持管理・更新費用を縮減が求められてい

ます。 
 

表 2-4 トンネル施設の諸元 

整理 

番号 
施設名 路線名 

建設 

年度 

延長 

(m) 
施工方法 緊急輸送道路 

1 深川トンネル 上深川北野桃香野線 1983 207 矢板 指定無し 

2 奈良阪トンネル 北部第 697 号線 2014 124 NATM 指定無し 

3 中之庄トンネル 東部第 392 号線 2013 1124 NATM 指定無し 

 
 

2.2.4. 大型カルバート 

本市が管理する大型カルバートは令和 7 年度現

在で 8 施設です。このうち「中部第 736 号線トン

ネル」は建設から 61 年経過しています。大型カル

バートでは老朽化により、コンクリート片や照明な

どの附属設備の落下などが懸念されます。 
今後、計画的な維持管理し、道路交通の安全性確

保、維持管理・更新費用を縮減が求められています。 
 

表 2-5 大型カルバート施設の諸元 

整理 

番号 
施設名 路線名 

完成 

年度 

延長 

(m) 

幅員 

(m) 

緊急

輸送

道路 

1 中部第 173 号線ﾄﾝﾈﾙ 中部第 173 号線 1990 150 7.3 － 

2 北部第 638 号線ﾄﾝﾈﾙ(車道部) 北部第 638 号線 1990 14.9 2.5 － 

3 北部第 638 号線ﾄﾝﾈﾙ(歩道部) 北部第 638 号線 1990 14.9 7.3 － 

4 西部第 429 号線ﾄﾝﾈﾙ 西部第 429 号線 1990 50.8 7.9 － 

5 中部第 736 号線ﾄﾝﾈﾙ 中部第 736 号線 1963 40.3 3 － 

6 六条奈良阪線トンネル（車道部） 六条奈良阪線 2022 36.4 7 － 

7 六条奈良阪線トンネル（歩道部（西）） 六条奈良阪線 2022 36.4 2.5 － 

8 六条奈良阪線トンネル（歩道部（東）） 六条奈良阪線 2022 36.4 2.5 － 

写真 2-6 中部第 736 号線トンネル 

写真 2-5 深川トンネル 

6



 
 

 

2.2.5. 門型標識 

本市が管理する門型標識は令和 7 年度現在で

1 施設です。門型標識では、ボルトの落下などが

懸念されます。 
今後、計画的な維持管理し、道路交通の安全性

確保、維持管理・更新費用を縮減が求められてい

ます。 
 
 
 
 

表 2-6 門型標識の諸元 

整理 

番号 
施設名 路線名 設置年度 幅員(m) 上り・下り線 緊急輸送道路 

1 その他 中部第 329 号線 1990 7.2 下り線 指定無し 

  

写真 2-7 門型標識 
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2.3. 道路施設情報の整理状況 
本市の道路施設に関する情報の整理状況を以下に示します。 

表 2-7 道路施設情報の有無について 

施設区分 施設諸元情報 施設状態把握情報 

橋梁 ・全施設における設置位置、年度、諸元等につい

て、点検報告書に記載。 ○ ・5 年に 1 回点検実施 
○ 

横断 
歩道橋 

・全施設における設置位置、年度、諸元等につい

て、点検報告書に記載。 ○ ・5 年に 1 回点検実施 
○ 

トンネル ・全施設における設置位置、年度、諸元等につい

て、点検報告書に記載。 ○ ・5 年に 1 回点検実施 
○ 

大型カル

バート 
・全施設における設置位置、年度、諸元等につい

て、点検報告書に記載。 ○ ・5 年に 1 回点検実施 
○ 

門型標識 ・全施設における設置位置、年度、諸元等につい

て、点検報告書に記載。 ○ ・5 年に 1 回点検実施 
○ 

【凡例】○：データあり、△：データ一部あり、×：データなし 
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2.4. 道路施設等の維持管理基本方針 

2.4.1. 道路施設等の現状と課題 

本市では道路施設に対し、従来の事後保全型の管理を行っていました。事後保全型の

管理とは、施設に変状が発生してから、または壊れてから直すといった管理方法です。事

後保全型は変状が深刻化してからの対策となるため、利用者の安全面に懸念があり、修

繕内容や修繕時の規制等が大規模化し、費用が多くなります。今後老朽化により対策が

必要な施設が増えることが予想され、適切な時期の対策がますます困難となります。し

たがって、計画的かつ効率的に施設を管理する予防保全型の管理への転換が必要です。

ここで、現状の問題点と課題は以下のとおりです。 

 
  多くの管理施設に対する修繕対応（予算の不足） 
  維持管理体制の構築（人員不足） 

 
  集約・撤去も視野に入れた計画的な維持管理計画の策定 
  人員の育成 
  新技術を利用した作業の高度化・効率化 
 

  

現状の問題点 

問題を解決するうえの課題 
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2.4.2. 道路施設長寿命化修繕計画の基本方針 

道路施設長寿命化修繕計画を策定し、計画的かつ効率的な維持管理を行うことで、道

路施設の安全性、機能性を確保します。それにより、安全・安心な道路交通を確保し、市

民の生活環境の向上を目指します。 

 
 

 

  

目的 計画的かつ効率的な道路施設の維持管理による、 

安全・安心な道路交通の確保および市民生活環境の向上 

奈良市道路施設長寿命化修繕計画の基本方針 

基本方針 1：定期的な点検、診断の実施による損傷の早期発見と健全性の把握 

      ⇒道路交通の安全性の確保、予防保全型維持管理への転換 

基本方針 2：各施設の特性に応じた効率的な維持管理の実施 

      ⇒維持管理費用の低減および平準化 

基本方針 3：メンテナンスサイクルの構築（人員の確保、育成） 

      ⇒計画的かつ効率的な維持管理体制の構築 
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3. 計画期間 
本計画の計画期間は 10 年間とします。 
 

4. 道路施設長寿命化計画 

4.1. 橋梁 

4.1.1. 点検・診断等の方法 

（1） 点検の手法 
日常点検（道路パトロール）、臨時点検のほか、定期点検を以下の頻度、点検基準に

準拠した方法にて行い、橋梁の状態を把握します。点検基準は、「橋梁定期点検要領（令

和 6 年 7 月 国土交通省道路局）」を用います。 

表 4-1 点検手法の概要 

種類 点検方法 頻度 

定期点検 ・橋梁定期点検要領（令和 6 年 7 月 国土交通省道路

局）に基づく近接目視による点検を実施する。 5 年に 1 回 

 
 

（2） 診断の内容 
点検要領に準拠した診断の区分に従い、点検結果の診断を実施します。 

表 4-2 健全性の診断の区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※橋梁定期点検要領（令和 6 年 7 月 国土交通省道路局）P9 
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4.1.2. 修繕等の実施方法 

（1） 管理水準 
「安全性の確保」、「道路ネットワークの確保」、「維持管理コストの縮減」の視点から

設定した各指標に基づき、管理橋の維持管理水準の区分を次のように設定しました。 

表 4-3 維持管理水準の目標 

維持管理水準 指標 備考 橋梁数 

重要管理型 

跨道橋・跨線橋  

151 橋 
車線数（4 車線以上） 交通量の代替 
緊急輸送道路の指定あり  
橋長 15m 以上の橋梁  

一般管理型 その他  512 橋 
※損傷状況や利用状況により変更となる場合あり   

 
 

（2） 対策工法 
橋梁修繕の際には、以下に示す工法を主な対策工法として実施します。 

表 4-4 主な対策工法 

対策工法 工法概要 

断面修復 コンクリートのうき、剥離、剥落等による劣化部分の除

去後、新たに除去した断面を復元する方法 
ひびわれ注入 ひびわれ内部に補修材料を圧力注入する工法 

塗装塗替え 塗膜により鋼材を被覆し、腐食因子の水と酸素から遮

断する工法 
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（3） 対策の優先順位 
対策の優先順位は、定期点検結果のほか以下の項目を考慮し、重要度の高い橋梁から

効率的に実施できるように設定しました。 

表 4-5 橋梁の重要度評価指標 

評価項目 確保すべき機能 考え方 

交差条件 
（鉄道・道路等） 

安全性の確保 

交差道路、鉄道への影響 

車線数 
利用者への影響が大きい橋梁の安全性の確保 通学路指定路線 

避難路 
緊急輸送道路 道路ネットワ

ークの確保 
災害発生時にも常時通行が求められる 

バス路線 通行不可能となった場合の影響が大きい 

橋長 維持管理コス

トの縮減 
規模の大きい橋梁から修繕することで 
コスト縮減 

 
 

（4） 耐震対策 
橋梁の修繕に併せ、耐震対策も実施していきます。緊急輸送道路等の橋梁、および緊

急輸送道路又は鉄道を跨ぐ橋梁等を優先し橋梁の耐震化を進めていきます。耐震対策

の計画の詳細は、「奈良市橋梁耐震補強計画（案）」に記載しています。 
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4.2. 横断歩道橋 

4.2.1. 点検・診断等の方法 

（1） 点検の手法 
日常点検（道路パトロール）、臨時点検のほか、定期点検を以下の頻度、点検基準に

準拠した方法にて行い、横断歩道橋の状態を把握します。点検基準は、「歩道橋定期点

検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）」を用います。 

表 4-6 点検手法の概要 

種類 点検方法 頻度 

定期点検 ・歩道橋定期点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路

局）に基づく近接目視による点検を実施する。 5 年に 1 回 

 
 

（2） 診断の内容 
点検要領に準拠した診断の区分に従い、点検結果の診断を実施します。 

表 4-7 健全性の診断の区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※横断歩道橋定期点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）P8 
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4.2.2. 修繕等の実施方法 

（1） 管理水準 
点検結果で健全度Ⅲ・Ⅳと診断された横断歩道橋に対し、修繕・更新等を実施しま

す。その後健全度Ⅱの横断歩道橋の修繕を行い、予防保全型管理に移行していきます。 
 

（2） 対策工法 
横断歩道橋修繕の際には、以下に示す工法を主な対策工法として実施します。 

表 4-8 主な対策工法 

対策工法 工法概要 

塗装塗替え 塗膜により鋼材を被覆し、劣化因子である水や酸素等

を遮断する工法 
 

（3） 対策の優先順位 
対策の優先順位は、定期点検結果のほか以下の項目を考慮し、重要度の高い施設から

効率的に実施できるように設定しました。 

表 4-9 横断歩道橋の重要度評価指標 

評価項目 確保すべき機能 考え方 

通学路 安全性の確保 利用者の安全性の確保が必要 

施設延長 維持管理コスト

の縮減 膨大な補修費用を要するため 
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4.3. トンネル 

4.3.1. 点検・診断等の方法 

（1） 点検の手法 
日常点検（道路パトロール）、臨時点検のほか、定期点検を以下の頻度、点検基準に

準拠した方法にて行い、橋梁の状態を把握します。点検基準は、「道路トンネル定期点

検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）」を用います。 

表 4-10 点検手法の概要 

種類 点検方法 頻度 

定期点検 ・道路トンネル定期点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通

省道路局）に基づく近接目視による点検を実施する。 5 年に 1 回 

 
 

（2） 診断の内容 
点検要領に準拠した診断の区分に従い、点検結果の診断を実施します。 

表 4-11 健全性の診断の区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※道路トンネル定期点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）P8 
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4.3.2. 修繕等の実施方法 

（1） 管理水準 
点検診断結果で健全度Ⅲ・Ⅳと診断されたトンネルに対し、修繕・更新等を実施しま

す。その後健全度Ⅱのトンネルの修繕を行い、予防保全型管理に移行していきます。 
 

（2） 対策工法 
横断歩道橋修繕の際には、以下に示す工法を主な対策工法として実施します。 

表 4-12 主な対策工法 

変状の種類 対策 工法 

うき はく落防止対策 はつり落とし 
当て板工 

漏水 漏水対策 導水樋工 
 

（3） 対策の優先順位 
対策の優先順位は、定期点検結果と施設延長を考慮し、重要度の高いトンネルから効

率的に実施できるように設定しました。トンネルは緊急輸送道路、バス路線や通学路

に該当する施設はないため、維持管理コスト縮減の観点から延長を重要度評価指標に

設定しました。 

表 4-13 トンネルの重要度評価指標 

評価項目 確保すべき機能 考え方 

施設延長 維持管理コスト

の縮減 膨大な補修費用を要するため 
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4.4. 大型カルバート 

4.4.1. 点検・診断等の方法 

（1） 点検の手法 
日常点検（道路パトロール）、臨時点検のほか、定期点検を以下の頻度、点検基準に

準拠した方法にて行い、橋梁の状態を把握します。点検基準は、「シェッド・大型カル

バート等定期点検要領（令和 6 年 3 月 国土交通省道路局）」を用います。 

表 4-14 点検手法の概要 

種類 点検方法 頻度 

定期点検 
・シェッド・大型カルバート等定期点検要領（令和 6 年

3 月 国土交通省道路局）に基づく近接目視による点

検を実施する。 
5 年に 1 回 

 
 

（2） 診断の内容 
点検基準に準拠した判定区分に従い、点検結果の診断を実施します。 

表 4-15 判定区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※シェッド・大型カルバート等定期点検要領 P6 
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4.4.2. 修繕等の実施方法 

（1） 管理水準 
点検診断結果で健全度Ⅲ・Ⅳと診断された大型カルバートに対し、修繕・更新等を実

施します。その後健全度Ⅱの大型カルバートの修繕を行い、予防保全型管理に移行し

ていきます。 
 

（2） 対策工法 
大型カルバート修繕の際には、以下に示す工法を主な対策工法として実施します。 

表 4-16 主な対策工法 

変状の種類 工法 

ひびわれ ひびわれ注入 
漏水・遊離石灰 断面修復 

 
（3） 対策の優先順位 

対策の優先順位は、定期点検結果のほか以下の項目を考慮し、重要度の高い施設から

効率的に実施できるように設定しました。 

表 4-17 大型カルバートの重要度評価指標 

評価項目 確保すべき機能 考え方 

路線 道路ネットワーク

の確保 
通行不可能となった場合の

影響が大きい 

施設延長 維持管理コストの

縮減 
膨大な補修費用を要するた

め 
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4.5. 門型標識 

4.5.1. 点検・診断等の方法 

（1） 点検の手法 
日常点検（道路パトロール）、臨時点検のほか、定期点検を以下の頻度、点検基準に

準拠した方法にて行い、橋梁の状態を把握します。点検基準は、「附属物（標識、照明

施設等）点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）」を用います。 

表 4-18 点検手法の概要 

種類 点検方法 頻度 

定期点検 
・附属物（標識、照明施設等）点検要領（令和 6 年 9 月 

国土交通省道路局）に基づく近接目視による点検を実

施する。 
5 年に 1 回 

 
 

（2） 診断の内容 
点検基準に準拠した判定区分に従い、点検結果の診断を実施します。 

表 4-19 判定区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※附属物（標識、照明施設等）点検要領（令和 6 年 9 月 国土交通省道路局）P11 
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4.5.2. 修繕等の実施方法 

（1） 管理水準 
点検診断結果で健全度Ⅱと診断された場合は修繕、健全度Ⅲと診断された場合は更

新を実施します。 
 

（2） 対策工法 
門型標識の修繕は、以下に示す工法を主な対策工法として実施します。 

表 4-20 主な対策工法 

対策工法 工法概要 

塗装塗替え 塗膜により鋼材を被覆し、劣化因子である水

や酸素等を遮断する工法 
 

（3） 対策の優先順位 
門型標識は 1 基のみであるため、対策の優先順位の設定は行わない。 
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4.6. 修繕計画 
これまでに示した管理方針に基づき、今後 10 年間（令和 7 年度～令和 16 年度）の各道

路施設の修繕計画を策定しました。 
修繕計画により、今後 10 年間で約 78 億円の修繕費用が必要となることが見込まれて

います。橋梁は、修繕、耐震補強、更新を行うため、全体の 8 割程度を占めています。予

防保全の観点も導入し、計画的に修繕を進めていくこととします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※点検費用は含まない 

図 4-1 今後 10 年間の修繕概算工事費 
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5. 今後の推進に向けて 

5.1. 道路施設の維持管理の継続的実施 
本誌では、市民の安全・安心を確保するため、

P（Plan：長寿命化計画策定）⇒D（Do：設計・

維持修繕）⇒C（Check：点検・調査・診断）⇒

A（Action：予測・工法修正）⇒（次の P：長寿

命化計画の見直し）のサイクルにより継続的な計

画的修繕を行います。 
 
 
 

5.2. 集約化・撤去の検討 
建設当初からの利用形態の変化などから今後の利用者が減少する橋梁や、近隣に代替可

能な道路がある橋梁に対して集約化・撤去を検討します。集約化・撤去に関しては、周辺

住民の意見や利用状況を把握したうえで検討します。また撤去前には、通行止め期間を設

定し、撤去による影響を確認します。 
短期目標として令和 16 年度までに 2 橋の集約化・撤去を行うことを目標とします。 
 

5.3. 新技術の活用による維持管理の検討 
従来技術からの作業の高度化・効率化を図るため、新技術の活用を積極的に行います。

新技術の活用目標としては、令和 16 年度までに約 20 橋での活用を目標とします。 
 

5.4. コスト縮減の検討 
道路インフラは、今後の厳しい財政状況や人口減少等の社会情勢を踏まえ、道路施設の

全体の状態を把握し、長期的な視点をもって更新・集約化・長寿命化などを計画的に行う

ことにより、財政負担の軽減・平準化や施設等の最適な配置の推進を図ります。 
集約化・撤去や新技術の活用により、令和 16 年度までに約 400 万円の費用縮減を目標

とします。 
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奈良市道路施設長寿命化修繕計画 
令和７年２月 

 
 

■担当 奈良市建設部道路インフラ保全課 
 〒630-8012 
 奈良県奈良市二条大路南一丁目 1 番１号 
 TEL：0742-34-5164 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良市 

橋梁個別施設計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ７年 ２月 

奈良市建設部 道路インフラ保全課 



 

 

１．はじめに 

 
奈良市では、平成25年に管理する200橋の橋梁を対象に長寿命化修繕計画を

策定し、事後保全型から予防保全型への移行を目指し事業を進めてきた。 

平成26年度から、５年に１度の近接目視点検が義務化され、1巡目点検

（2014～2018年）、2巡目点検（2019～2023年）を実施し、令和6年度末時点

で５０橋が判定区分Ⅲ（早期措置段階）と診断され、３橋が判定区分Ⅳ（緊

急措置段階）と診断された。判定区分Ⅲ（早期措置段階）は次回点検までに

修繕を終えることが望ましいとされ、判定区分Ⅳ（緊急措置段階）は緊急に

対策を行う必要があるため、必要な措置を講じている。 

 

表１ 奈良市管理橋梁の定期点検結果（令和６年度末時点） 

管理者名 点検計画数 点検実施数 
判定区分内訳 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

奈良市 666 666 
123 490 50 3 

18％ 74％ 8％ 0.5％ 

措置橋梁数 － 0 25 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1. 奈良市管理橋梁の判定区分割合（令和６年度末時点） 
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２．橋梁個別施設計画のポイント 

● Ⅲ・Ⅳ判定施設を最優先に取り組む。 

● 10年間の計画とするが、必要に応じて見直しを随時行う。 

● 診断結果は、点検完了後、速やかに計画に反映させる。 

● 修繕の実施状況、点検結果の遷移等を把握することで効率的な点検・修繕

方法等を今後に活用する。 

 

３．橋梁個別施設計画 

個別橋梁の計画等については、別紙１（橋梁リスト）に示す。 

①対象施設 

666橋 

 

②計画期間 

令和7年度～令和16年度の10年間 

 

③対策の優先順位の考え方 

橋梁長寿命化修繕計画に示す「対策の優先順位」より重要度の高い橋

梁から効率的に対策を実施する。 

 

評価項目 確保すべき機能 考え方 

交差条件 
（鉄道・道路等） 

安全性の確保 

交差道路、鉄道への影響 

車線数 

利用者への影響が大きい橋梁の安全性の確保 通学路指定路線 

避難路 

緊急輸送道路 道路ネットワー

クの確保 
災害発生時にも常時通行が求められる 

バス路線 通行不可能となった場合の影響が大きい 

橋長 
維持管理コスト

の縮減 
規模の大きい橋梁から修繕することで 
コスト縮減 

 

④個別施設計画の状態等 

点検結果等について別紙１（橋梁リスト）に示す。 

 
⑤対策内容、実施時期 

対策内容・対策時期について別紙１（橋梁リスト）に示す。 

 
⑥対策費用 

各施設の対策費用は別紙１（橋梁リスト）に示す。 
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⑦長寿命化修繕計画による効果 

・コスト縮減 

効率的な補修を実施することで、修繕の省力化、修繕に伴う道路規制等

の小規模化等によりコスト縮減が図られる。 

長寿命化修繕計画を策定する666橋について、今後50年間の事業費を比

較すると、従来の対症療法型管理に比べ、長寿命化修繕計画による管理に

より約180億円のコスト縮減効果となる。 

 

・安全性の確保 

損傷が深刻化してから対策を行う対象療法型管理は、利用者への安全

面の観点に懸念がある。長寿命化修繕計画の管理により、損傷が深刻化

する前に修繕を実施することで利用者の安全性を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 長寿命化修繕計画によるシミュレーション 
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４．事業の効率化の取り組み 

 

橋梁の維持管理の効率化、コスト縮減を目的として、下記の取り組みを行

う。 

● 令和16年度までに、2橋の集約化・撤去を行い、約100万円のコスト縮減を目標

とします。 

● 令和16年度までに約20橋で新技術を活用し、約200万円のコスト縮減を目標と

します。 

● 短期的な数値目標として、「集約化・撤去」及び「新技術の活用」により令

和16年度までに約300万円のコスト縮減を目標に取り組みます。 

●  修繕時には、耐震補強計画があるか確認し、同時期に工事を実施することで 

工期短縮、仮設費用縮減等が図られる。 

※耐震補強時も同様に修繕の必要がある場合には、同時期に工事を実施するこ

とを検討する。 
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(m) (m) (㎡) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
梁
名

路
線
名

跨
道
橋

跨
線
橋

輸
送

橋長 幅員 橋面積
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

1 無名橋３５５ 東部第８８号線 3.4 2.4 8.16 1971 2023 Ⅳ □ □ 1

2 鶴舞橋 登美ヶ丘中町線 ○ 2次 97 9 873 1965 2019 Ⅲ □ □ 2

3 無名橋４２２ 東部第３４７号線 7.5 1.7 12.75 1970 2023 Ⅲ □ □ 3

4 無名橋２４６ 中部第１７９号線 2 6.8 13.6 1985 2022 Ⅲ □ □ 4

5 無名橋３５４ 東部第８６号線 2.8 3.3 9.24 1965 2023 Ⅲ □ □ 5

6 安明寺橋 東部第３４３号線 7.4 3.1 22.94 1969 2020 Ⅲ □ □ 6

7 無名橋００３ 南部第１２８号線 38.7 4.1 158.67 1974 2020 Ⅲ □ □ 7

8 無名橋０１２ 南部第１０５号線 36.6 5.5 201.3 1974 2020 Ⅲ □ □ 8

9 無名橋２９２ 北部第１７８号線 10.5 4.5 47.25 1965 2020 Ⅲ □ □ 9

10 無名橋３６８ 東部第１４５号線 12.8 3.1 39.68 1970 2020 Ⅲ □ □ 10

11 無名橋２９９ 北部第２４９号線 10.7 4.9 52.43 1974 2020 Ⅲ □ □ 11

12 無名橋００９ 中部第５８号線 ○ 28.3 2.6 73.58 1970 2021 Ⅲ □ □ 12

13 あやめ新橋 西部第３５０号線 85.3 2.4 204.72 1966 2023 Ⅲ □ □ 13

14 清楓橋 東部第３１１号線 20 3 60 1975 2021 Ⅲ □ □ 14

15 乾前橋 松ヶ峠線 5 3.5 17.5 1970 2023 Ⅲ □ □ 15

16 無名橋３２７ 南部第１０６号線 14.1 4.5 63.45 1965 2021 Ⅲ □ □ 16

17 無名橋３６６ 東部第１４２号線 13 2 26 1970 2021 Ⅲ □ □ 17

18 地蔵院橋 南部第２０９号線 5.2 4 20.8 1970 2022 Ⅲ □ □ 18

19 無名橋２０９ 中部第１３４２号線 7.6 4 30.4 1974 2021 Ⅲ □ □ 19

20 無名橋２４５ 中部第１２６９号線 9 14.3 128.7 1985 2021 Ⅲ □ □ 20

21 無名橋２４７ 中部第２０９号線 3.9 5.4 21.06 1965 2021 Ⅲ □ □ 21

22 無名橋０７５ 南部第１５１号線 5.6 8 44.8 1974 2021 Ⅲ □ □ 22

23 無名橋４１１ 東部第３０９号線 5.5 4.6 25.3 1990 2023 Ⅲ □ □ 23

24 東垣内橋 小川口支線 7.2 3.1 22.32 1970 2023 Ⅲ □ □ 24

25 大谷橋 峠桜・大谷線 4.6 2 9.2 1970 2023 Ⅲ □ □ 25

26 無名橋４１８ 東部第３３５号線 6.4 2.2 14.08 1970 2023 Ⅲ □ □ 26

27 那羅山橋 奈良阪南田原線 ○ 2次 19.3 24 463.2 1974 2019 Ⅱ □ □ 27

28 山陵跨線橋 奈良阪南田原線 ○ 2次 18.9 23.3 440.37 1974 2023 Ⅱ □ □ 28

29 佐保橋 六条奈良阪線 2次 11.7 12.9 150.93 1965 2020 Ⅱ □ □ 29

30 無名橋０２７ 登美ヶ丘中町線 2次 5.1 12 61.2 1965 2020 Ⅱ □ □ 30

31 無名橋０３２ 奈良阪南田原線 2次 7.4 19.3 142.82 1974 2020 Ⅱ □ □ 31

32 新西大寺橋 西大寺一条線 2次 20.5 20 410 1992 2019 Ⅱ □ □ 32

33 新山陵橋 西大寺一条線 2次 21.6 41 885.6 1992 2019 Ⅱ □ □ 33

34 川田橋 吐山・天理線 2次 9.4 7.5 70.5 1970 2022 Ⅱ □ □ 34

35 超昇寺橋 中部第１１２４号線 ○ 44.2 31 1370.2 1976 2023 Ⅱ □ □ 35

36 鳥見２号跨線橋 鳥見二名線 ○ 21.1 15.5 327.05 1970 2020 Ⅱ □ □ 36

37 無名橋０３０ 西部第８９２号線 ○ 13.8 7.3 100.74 1970 2020 Ⅱ □ □ 37

38 無名橋００７ 中部第７４８号線 ○ 59.6 1.5 89.4 1975 2019 Ⅱ □ □ 38

39 常福寺橋 中部第１０５６号線 ○ 57.8 3.5 202.3 1976 2020 Ⅱ □ □ 39

40 高の原橋 中部第１０５５号線 ○ 88.3 6.9 609.27 1980 2023 Ⅱ □ □ 40

41 外山橋 中部第１５３号線 ○ 26.2 3 78.6 1981 2019 Ⅱ □ □ 41

42 砂茶屋橋 西部第１１５８号線 41.2 7.5 309 1993 2021 Ⅱ □ □ 42

43 北谷橋 吐山・天理線 2次 6.1 7.4 45.14 1970 2019 Ⅱ □ □ 43

44 宮の谷橋 吐山・天理線 ○ 2次 5.6 7.5 42 1970 2019 Ⅱ □ □ 44

45 城地橋 吐山・天理線 ○ 2次 4.7 7.3 34.31 1970 2019 Ⅱ □ □ 45

46 九条高架橋 九条線 2次 62 9 558 1990 2019 Ⅱ □ □ 46

47 平城大橋 奈良阪南田原線 ○ ○ 2次 144.5 16 2312 1971 2022 Ⅱ □ □ 47

48 石橋 吐山・天理線 2次 4.1 21.2 86.92 1970 2021 Ⅱ □ □ 48

49 ゴゴ谷橋 吐山・天理線 2次 4.1 7.4 30.34 1970 2019 Ⅱ □ □ 49

50 コフケ橋 吐山・天理線 2次 3.4 6.6 22.44 1970 2021 Ⅱ □ □ 50

対策順位
最新

点検年
最新

判定区分
緊急輸送道路

点検計画
点検：□

橋長 幅員 橋面積
竣工年整理番号 橋梁名称 路線名 跨道橋 跨線橋
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対策順位
最新
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点検計画
点検：□

橋長 幅員 橋面積
竣工年整理番号 橋梁名称 路線名 跨道橋 跨線橋

51 太郎谷１号橋 桃香野アヤメ線 7.2 4 28.8 1970 2023 Ⅱ □ □ 51

52 日乃下橋 東部第１７５号線 34.6 2.1 72.66 1970 2020 Ⅱ □ □ 52

53 無名橋４１２ 東部第３０９号線 6 4.8 28.8 1970 2023 Ⅱ □ □ 53

54 無名橋３８８ 東部第２３６号線 5 3 15 1970 2023 Ⅱ □ □ 54

55 無名橋３７７ 東部第１９９号線 8.3 4 33.2 1990 2022 Ⅱ □ □ 55

56 太郎谷２号橋 桃香野アヤメ線 4.8 6.2 29.76 1970 2023 Ⅱ □ □ 56

57 無名橋３８２ 東部第１９８号線 4.2 3.8 15.96 1970 2022 Ⅱ □ □ 57

58 無名橋３８０ 東部第１９９号線 2.3 7.2 16.56 1970 2023 Ⅱ □ □ 58

59 無名橋０３１ 中部第１１２４号線 10.5 28.8 302.4 1974 2019 Ⅱ □ □ 59

60 鹿川橋 北部第２４号線 32.4 3.7 119.88 1982 2019 Ⅱ □ □ 60

61 朱雀橋 中部第１０５５号線 79.1 5 395.5 1985 2019 Ⅱ □ □ 61

62 黒髪橋 北部第８号線 ○ 59.7 3.5 208.95 1974 2023 Ⅱ □ □ 62

63 孫谷橋 中部第１０５６号線 ○ 39.8 3.5 139.3 1974 2019 Ⅱ □ □ 63

64 滝見橋 北部第２４号線 29.5 5.2 153.4 1985 2019 Ⅱ □ □ 64

65 左京橋 中部第１０５５号線 18.9 4 75.6 1990 2019 Ⅱ □ □ 65

66 平城山跨道橋 中部第１２８７号線 ○ 121.2 4 484.8 1976 2019 Ⅱ □ □ 66

67 無名橋３５９ 北部第８７号線 5.6 3.1 17.36 1965 2021 Ⅱ □ □ 67

68 無名橋１５６ 西部第３１９号線 8.8 3.7 32.56 1965 2019 Ⅱ □ □ 68

69 無名橋０２３ 中部第１７３号線 ○ 150.1 13 1951.3 1990 2019 Ⅱ □ □ 69

70 無名橋０２１ 西部第８７号線 ○ 15.5 4.5 69.75 1990 2019 Ⅱ □ □ 70

71 右京橋 中部第９７８号線 44 3.7 162.8 1981 2019 Ⅱ □ □ 71

72 逢橋 中部第１０５５号線 ○ 45.5 4 182 1985 2019 Ⅱ □ □ 72

73 記谷橋 中部第１０５７号線 44 5.4 237.6 1985 2020 Ⅱ □ □ 73

74 ふれあい橋 中部第９７８号線 69.2 14.4 996.48 1986 2019 Ⅱ □ □ 74

75 無名橋４４９ 登美ヶ丘鹿畑線 ○ 23.4 28.5 666.9 2006 2022 Ⅱ □ □ 75

76 登美郷橋 西部第１３４０号線 ○ 31.7 16 507.2 2014 2021 Ⅱ □ □ 76

77 無名橋４４６ 東部第２４８号線 ○ 26 3.4 88.4 2009 2023 Ⅱ □ □ 77

78 無名橋１９２ 中部第１０５６号線 5.8 5.7 33.06 1985 2020 Ⅱ □ □ 78

79 泉橋 西部第８６号線 15.7 13 204.1 1971 2019 Ⅱ □ □ 79

80 大宮橋 西九条佐保線 25.8 22.7 585.66 1965 2019 Ⅱ □ □ 80

81 都南橋 北之庄八島線 10.7 6 64.2 1970 2020 Ⅱ □ □ 81

82 無名橋０１１ 中部第９号線 14.7 6.1 89.67 1978 2019 Ⅱ □ □ 82

83 無名橋０９６ 南部第３７０号線 5.3 7.5 39.75 1970 2022 Ⅱ □ □ 83

84 無名橋０４４ 中部第２７３号線 2.4 9.2 22.08 1974 2021 Ⅱ □ □ 84

85 無名橋０３５ 中部第２号線 2.4 7.1 17.04 1981 2021 Ⅱ □ □ 85

86 福寺橋 北部第３４９号線 16.5 6 99 1966 2020 Ⅱ □ □ 86

87 的場橋 桃香野中央線 21 2.1 44.1 1970 2019 Ⅱ □ □ 87

88 西紀橋 中部第５５６号線 31.1 6.5 202.15 1974 2020 Ⅱ □ □ 88

89 聖橋 中部第５３１号線 28.6 3 85.8 1974 2020 Ⅱ □ □ 89

90 天平橋 北部第４５１号線 17 9 153 1974 2020 Ⅱ □ □ 90

91 月瀬陸橋 月瀬中央線 22.6 4 90.4 1975 2019 Ⅱ □ □ 91

92 城戸橋 中部第３２９号線 33.1 8 264.8 1981 2020 Ⅱ □ □ 92

93 丸山橋 西部第７０９号線 39 14 546 1985 2020 Ⅱ □ □ 93

94 平城橋 中部第５４号線 15.2 6 91.2 1985 2020 Ⅱ □ □ 94

95 下極楽橋 中部第４８５号線 30 8.8 264 1990 2020 Ⅱ □ □ 95

96 京終橋 北部第３３０号線 15.8 8.5 134.3 1995 2020 Ⅱ □ □ 96

97 長芝橋 西部第７２０号線 39.2 3.5 137.2 1974 2020 Ⅱ □ □ 97

98 新二条橋 北部第４９９号線 24.4 6 146.4 1974 2020 Ⅱ □ □ 98

99 無名人道橋 南部第４２号線 26.3 2 52.6 1988 2019 Ⅱ □ □ 99

100 近大橋 西部第１１４１号線 24.9 15 373.5 1989 2020 Ⅱ □ □ 100
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101 学び橋 北部第４９４号線 25.2 2 50.4 1991 2020 Ⅱ □ □ 101

102 新富雄橋 二条谷田線 20.7 16 331.2 1997 2019 Ⅱ □ □ 102

103 無名橋４４８ 中部第６７５号線 25.6 2.3 58.88 1960 2022 Ⅱ □ □ 103

104 若草橋 北部第４３９号線 13.9 5.3 73.67 1965 2020 Ⅱ □ □ 104

105 大日橋 北部第１０１号線 13.9 2 27.8 1965 2020 Ⅱ □ □ 105

106 無名橋２８８ 北部第３１７号線 7 6.4 44.8 1965 2021 Ⅱ □ □ 106

107 無名橋１４８ 中部第１４８号線 5.3 5 26.5 1965 2019 Ⅱ □ □ 107

108 城下橋 南部第３５８号線 10 5.1 51 1968 2021 Ⅱ □ □ 108

109 無名橋４０３ 東部第２９７号線 9.1 4.9 44.59 1970 2020 Ⅱ □ □ 109

110 無名橋０８５ 南部第２２７号線 5.2 6.5 33.8 1970 2021 Ⅱ □ □ 110

111 蛭子橋 北部第１１６号線 8.6 4 34.4 1971 2021 Ⅱ □ □ 111

112 無名橋２８０ 北部第５０２号線 11.5 7 80.5 1974 2020 Ⅱ □ □ 112

113 紀寺中橋 北部第２４８号線 10.3 4 41.2 1974 2020 Ⅱ □ □ 113

114 修徳橋 中部第５１号線 9.1 4.3 39.13 1974 2021 Ⅱ □ □ 114

115 紀寺橋 北部第２５０号線 8.3 5.2 43.16 1974 2021 Ⅱ □ □ 115

116 無名橋２２７ 中部第７１８号線 6.2 8.4 52.08 1974 2021 Ⅱ □ □ 116

117 無名橋０３７ 中部第７号線 5.1 7.9 40.29 1974 2021 Ⅱ □ □ 117

118 菰川第一橋 中部第２８６号線 11.5 6.2 71.3 1981 2020 Ⅱ □ □ 118

119 無名橋３１１ 南部第２２号線 13 5.5 71.5 1985 2021 Ⅱ □ □ 119

120 小出上橋 中部第１４７号線 8.7 7.5 65.25 1990 2019 Ⅱ □ □ 120

121 無名橋０６５ 南部第１０８号線 7.5 5.4 40.5 1990 2021 Ⅱ □ □ 121

122 下長慶橋 北部第２号線 13.8 5.1 70.38 1965 2020 Ⅱ □ □ 122

123 無名橋２８３ 北部第３６５号線 6 3.6 21.6 1965 2021 Ⅱ □ □ 123

124 川向橋 南部横断線 8.4 8.3 69.72 1970 2022 Ⅱ □ □ 124

125 無名橋４４３ 友田城前並松線 7.4 7.5 55.5 1970 2023 Ⅱ □ □ 125

126 無名橋４４２ 友田城前並松線 6 4.6 27.6 1970 2023 Ⅱ □ □ 126

127 無名橋０２９ 中町線 12.4 6 74.4 1974 2020 Ⅱ □ □ 127

128 無名橋１６７ 西部第６４２号線 11.4 6 68.4 1974 2019 Ⅱ □ □ 128

129 無名橋１８０ 西部第７９９号線 9.8 11.9 116.62 1974 2020 Ⅱ □ □ 129

130 無名橋１８９ 西部第１１５６号線 5.6 9.5 53.2 1974 2020 Ⅱ □ □ 130

131 無名橋２３８ 中部第８５１号線 5 6 30 1974 2020 Ⅱ □ □ 131

132 西出橋 桃香野西出線 14.3 3.2 45.76 1975 2021 Ⅱ □ □ 132

133 昭和橋 石打治田線 6.7 7.3 48.91 1990 2023 Ⅱ □ □ 133

134 無名橋２４０ 中部第８６０号線 3.5 3.4 11.9 1965 2020 Ⅱ □ □ 134

135 無名橋１８４ 西部第８９３号線 3.3 5.5 18.15 1965 2022 Ⅱ □ □ 135

136 無名橋２３０ 中部第７３７号線 2.6 4 10.4 1965 2022 Ⅱ □ □ 136

137 無名橋３１６ 南部第５４号線 2.3 3 6.9 1965 2022 Ⅱ □ □ 137

138 無名橋２８４ 北部第２５９号線 2.2 5.1 11.22 1965 2022 Ⅱ □ □ 138

139 八幡橋 長引桃香野線 160 3.5 560 1968 2023 Ⅱ □ □ 139

140 須川大橋 東部第２２号線 102.1 3.5 357.35 1969 2020 Ⅱ □ □ 140

141 無名橋０９８ 南部第３８０号線 4.8 2.5 12 1970 2021 Ⅱ □ □ 141

142 無名橋０５０ 北之庄八島線 4.6 4.6 21.16 1970 2021 Ⅱ □ □ 142

143 無名橋４３７ 中部第１５５７号線 4.3 6.9 29.67 1970 2022 Ⅱ □ □ 143

144 無名橋４３３ 中部第１５４７号線 3.9 5.4 21.06 1970 2022 Ⅱ □ □ 144

145 無名橋３７４ 東部第１９４号線 2.3 4 9.2 1970 2023 Ⅱ □ □ 145

146 無名橋０６６ 中部第３０２号線 2.2 5 11 1970 2019 Ⅱ □ □ 146

147 無名橋０４８ 南部第２号線 2.1 14.1 29.61 1974 2021 Ⅱ □ □ 147

148 無名橋２５０ 中部第２９２号線 2.4 6 14.4 1974 2022 Ⅱ □ □ 148

149 無名橋２５１ 中部第３００号線 2.2 3.2 7.04 1974 2022 Ⅱ □ □ 149

150 無名橋０３３ 中部第５１号線 3.9 9.2 35.88 1985 2021 Ⅱ □ □ 150

7



(m) (m) (㎡) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
梁
名

路
線
名

跨
道
橋

跨
線
橋

輸
送

橋長 幅員 橋面積
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

対策順位
最新

点検年
最新

判定区分
緊急輸送道路

点検計画
点検：□

橋長 幅員 橋面積
竣工年整理番号 橋梁名称 路線名 跨道橋 跨線橋

151 無名橋３１５ 南部第５３号線 2.5 5.4 13.5 1990 2022 Ⅱ □ □ 151

152 無名橋０３８ 中部第７号線 2.4 3.4 8.16 1990 2020 Ⅱ □ □ 152

153 無名橋１７７ 南部第７９５号線 4.1 5.3 21.73 1965 2020 Ⅱ □ □ 153

154 無名橋２６０ 中部第４８５号線 3.8 5 19 1965 2020 Ⅱ □ □ 154

155 無名橋２３７ 中部第８１８号線 3.5 11.6 40.6 1965 2022 Ⅱ □ □ 155

156 無名橋２１６ 中部第６８９号線 2.2 4.5 9.9 1965 2020 Ⅱ □ □ 156

157 無名橋１４６ 西部第２２４号線 2.2 1.6 3.52 1965 2019 Ⅱ □ □ 157

158 無名橋０８９ 南部第２９７号線 2 3 6 1965 2022 Ⅱ □ □ 158

159 無名橋４００ 東部第２７６号線 4.5 3 13.5 1970 2023 Ⅱ □ □ 159

160 無名橋１３２ 南部第５０２号線 2.6 7.3 18.98 1970 2021 Ⅱ □ □ 160

161 無名橋３９８ 東部第２７１号線 2.5 8.4 21 1970 2023 Ⅱ □ □ 161

162 無名橋１４５ 西部第１８０号線 4.7 13.3 62.51 1974 2019 Ⅱ □ □ 162

163 無名橋２７５ 北部第４０７号線 3.5 10.2 35.7 1974 2022 Ⅱ □ □ 163

164 無名橋１７９ 西部第７９９号線 3.1 12.9 39.99 1974 2020 Ⅱ □ □ 164

165 無名橋３１８ 南部第６３号線 2.7 6.9 18.63 1974 2022 Ⅱ □ □ 165

166 無名橋１５７ 西部第３６６号線 2.1 16.3 34.23 1974 2019 Ⅱ □ □ 166

167 無名橋０５２ 南永井池田線 2.5 5.6 14 1985 2021 Ⅱ □ □ 167

168 無名橋２１２ 中部第１４１６号線 3 9.7 29.1 1990 2022 Ⅱ □ □ 168

169 唐招提寺橋 中部第５００号線 27.1 2.5 67.75 1965 2020 Ⅱ □ □ 169

170 下田橋 東部第１８３号線 25.6 4.5 115.2 1965 2020 Ⅱ □ □ 170

171 新橋 中部第４８９号線 25.1 2.5 62.75 1965 2020 Ⅱ □ □ 171

172 堂坂橋 東部第２１４号線 17.1 2.5 42.75 1965 2020 Ⅱ □ □ 172

173 長慶橋 北部第４４９号線 15.4 3 46.2 1965 2020 Ⅱ □ □ 173

174 藤井橋 東部第１３４号線 18.4 4 73.6 1967 2020 Ⅱ □ □ 174

175 ましばら橋 東部第１５４号線 20.2 3.5 70.7 1970 2020 Ⅱ □ □ 175

176 無名橋０１７ 東部第１７４号線 15.6 2.2 34.32 1970 2020 Ⅱ □ □ 176

177 中平橋 中平線 15.3 3 45.9 1970 2020 Ⅱ □ □ 177

178 北野橋 中部第５３４号線 28.4 4 113.6 1974 2019 Ⅱ □ □ 178

179 無名橋０１６ 東部第１７２号線 24.7 1.8 44.46 1974 2020 Ⅱ □ □ 179

180 出垣内橋 中部第４８８号線 30.8 4.5 138.6 1975 2020 Ⅱ □ □ 180

181 上出橋 東部第１８８号線 27.7 4 110.8 1977 2020 Ⅱ □ □ 181

182 スケハラ橋 南部第１７６号線 23 6.5 149.5 1978 2020 Ⅱ □ □ 182

183 青木橋 萩・青木線 15.7 3.5 54.95 1981 2020 Ⅱ □ □ 183

184 神田橋 東部第３７９号線 32.8 9 295.2 1982 2020 Ⅱ □ □ 184

185 無名橋０２２ 東部第３８１号線 24 5 120 1984 2020 Ⅱ □ □ 185

186 弁天橋 北部第３２０号線 18.1 4 72.4 1985 2020 Ⅱ □ □ 186

187 大安寺橋 南部第５３号線 16.4 6 98.4 1985 2020 Ⅱ □ □ 187

188 かえり橋 東部第１８５号線 30.9 4 123.6 1986 2020 Ⅱ □ □ 188

189 第二中山橋 中部第１５３号線 16.9 4 67.6 1986 2020 Ⅱ □ □ 189

190 やぐり橋 東部第２１３号線 18.3 4 73.2 1996 2020 Ⅱ □ □ 190

191 岩井川大橋 北部第８１８号線 97.2 8.2 797.04 2020 2023 Ⅱ □ □ 191

192 栄楽橋 北部第４９４号線 20.5 2 41 1948 2020 Ⅱ □ □ 192

193 長沢橋 西部第８５９号線 20.5 4 82 1965 2019 Ⅱ □ □ 193

194 下田橋 針ヶ別所向井下田線 16.5 3 49.5 1965 2020 Ⅱ □ □ 194

195 無名橋０１０ 南部第４２号線 25.6 3 76.8 1974 2019 Ⅱ □ □ 195

196 城山橋 中部第５４９号線 25.1 1.6 40.16 1974 2020 Ⅱ □ □ 196

197 無名橋００５ 南部第１号線 22.7 5.6 127.12 1974 2019 Ⅱ □ □ 197

198 孫四郎橋 南部第１２８号線 22.6 4 90.4 1974 2020 Ⅱ □ □ 198

199 五重橋 南部第８６号線 22.3 6 133.8 1974 2020 Ⅱ □ □ 199

200 城山橋 東部第３７９号線 22 8 176 1974 2020 Ⅱ □ □ 200
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201 藤宮橋 西部第７３２号線 26.2 2.3 60.26 1977 2020 Ⅱ □ □ 201

202 無名橋００８ 中部第５７０号線 24.5 2 49 1977 2020 Ⅱ □ □ 202

203 無名橋０１３ 南部第１００号線 22.5 2 45 1979 2020 Ⅱ □ □ 203

204 脇寺橋 西部第７３２号線 26.1 1.5 39.15 1981 2020 Ⅱ □ □ 204

205 倉城橋 北部第４９４号線 24.5 4 98 1981 2019 Ⅱ □ □ 205

206 三条大路橋 中部第６７４号線 25.9 3 77.7 1985 2020 Ⅱ □ □ 206

207 無名橋００６ 西部第３０９号線 25.4 4.5 114.3 1985 2020 Ⅱ □ □ 207

208 無名橋０２６ 西部第１１４１号線 68 6 408 1990 2020 Ⅱ □ □ 208

209 無名橋０２５ 西部第１１４１号線 40 6 240 1990 2020 Ⅱ □ □ 209

210 水声橋 西部第１２３７号線 20.5 11.5 235.75 1990 2019 Ⅱ □ □ 210

211 ならやま小橋 中部第１３０４号線 15.6 8 124.8 1992 2019 Ⅱ □ □ 211

212 下河橋 西部第８９４号線 23.5 4.5 105.75 2001 2020 Ⅱ □ □ 212

213 河西橋 西部第８９３号線 23.5 4.5 105.75 2002 2020 Ⅱ □ □ 213

214 高砂橋 北部第１９５号線 8 4 32 1965 2021 Ⅱ □ □ 214

215 無名橋２５８ 中部第３６３号線 6.9 2.4 16.56 1965 2021 Ⅱ □ □ 215

216 無名橋３５０ 東部第７９号線 5.3 2.9 15.37 1965 2022 Ⅱ □ □ 216

217 若草新橋 北部第４４０号線 12.6 5 63 1969 2020 Ⅱ □ □ 217

218 虚空蔵橋 東部第３５１号線 7.2 3.4 24.48 1970 2020 Ⅱ □ □ 218

219 無名橋０５１ 南永井池田線 13.6 4.5 61.2 1970 2020 Ⅱ □ □ 219

220 前川橋 荻・前川線 13.6 3 40.8 1970 2021 Ⅱ □ □ 220

221 無名橋３３５ 東部第１０５号線 13.4 2.6 34.84 1970 2020 Ⅱ □ □ 221

222 いやんかいと橋 東部第１４４号線 11.8 3 35.4 1970 2020 Ⅱ □ □ 222

223 無名橋３６４ 東部第１３５号線 11.5 1.9 21.85 1970 2020 Ⅱ □ □ 223

224 神殿橋 東部第２０８号線 9.7 5 48.5 1970 2020 Ⅱ □ □ 224

225 横田小橋 東部第２９６号線 9.5 3.1 29.45 1970 2020 Ⅱ □ □ 225

226 無名橋３３６ 東部第３８９号線 9.3 4 37.2 1970 2020 Ⅱ □ □ 226

227 無名橋０５７ 下狭川線 8.8 4 35.2 1970 2022 Ⅱ □ □ 227

228 モンノ橋 峰畑・カンゼ線 8.1 3.9 31.59 1970 2023 Ⅱ □ □ 228

229 寿橋 小川口線 7.9 8.8 69.52 1970 2022 Ⅱ □ □ 229

230 無名橋０９７ 南部第３７６号線 7.7 2.1 16.17 1970 2022 Ⅱ □ □ 230

231 無名橋４４４ キクラ線 7.7 1.8 13.86 1970 2023 Ⅱ □ □ 231

232 無名橋３７１ 東部第１３２号線 7.6 3.1 23.56 1970 2020 Ⅱ □ □ 232

233 無名橋４２４ 東部第３５５号線 7.5 3 22.5 1970 2020 Ⅱ □ □ 233

234 明神橋 東部第１１１号線 7.2 4.5 32.4 1970 2020 Ⅱ □ □ 234

235 無名橋１１９ 南部第４２９号線 7.2 0.9 6.48 1970 2022 Ⅱ □ □ 235

236 無名橋３５８ 東部第１１４号線 7 4.7 32.9 1970 2022 Ⅱ □ □ 236

237 オオバナ橋 長野垣内線 6.8 3 20.4 1970 2023 Ⅱ □ □ 237

238 無名橋４１３ 東部第３１０号線 6.1 2.9 17.69 1970 2023 Ⅱ □ □ 238

239 無名橋４４５ 城福寺線 6 3.9 23.4 1970 2023 Ⅱ □ □ 239

240 ツカモト橋 下深川宮前線 6 3 18 1970 2023 Ⅱ □ □ 240

241 無名橋３３８ 東部第１１４号線 5.8 4.6 26.68 1970 2022 Ⅱ □ □ 241

242 無名橋３４２ 東部第６号線 5.7 4 22.8 1970 2022 Ⅱ □ □ 242

243 カンゼ橋 カンゼ線 5.5 3.6 19.8 1970 2023 Ⅱ □ □ 243

244 無名橋３９７ 東部第２６７号線 5 2.5 12.5 1970 2023 Ⅱ □ □ 244

245 無名橋０７６ 南部第１５２号線 7.2 10.4 74.88 1974 2021 Ⅱ □ □ 245

246 無名橋２９１ 北部第６８７号線 7.2 4 28.8 1974 2021 Ⅱ □ □ 246

247 無名橋２１９ 中部第６９５号線 6.3 5.5 34.65 1974 2021 Ⅱ □ □ 247

248 無名橋０７７ 南部第１６２号線 5.4 8.1 43.74 1974 2020 Ⅱ □ □ 248

249 無名橋０３４ 中部第１号線 5.4 3.8 20.52 1974 2021 Ⅱ □ □ 249

250 無名橋０７８ 南部第１６３号線 5.1 7.7 39.27 1974 2021 Ⅱ □ □ 250
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251 無名橋３１３ 南部第５１号線 13.6 2.5 34 1981 2021 Ⅱ □ □ 251

252 無名橋２８７ 北部第３１４号線 11.2 1 11.2 1981 2020 Ⅱ □ □ 252

253 無名橋１０７ 南部第４１０号線 8.4 4 33.6 1981 2022 Ⅱ □ □ 253

254 しくい橋 東部第１０７号線 7.5 4 30 1981 2020 Ⅱ □ □ 254

255 無名橋１０８ 南部第４１３号線 8.8 3.1 27.28 1985 2022 Ⅱ □ □ 255

256 無名橋０６９ 南部第６６３号線 7.6 4 30.4 1985 2021 Ⅱ □ □ 256

257 無名橋２８９ 北部第３３７号線 6.5 8.4 54.6 1985 2021 Ⅱ □ □ 257

258 無名橋１９９ 中部第４３号線 6.5 4.1 26.65 1985 2020 Ⅱ □ □ 258

259 無名橋２００ 中部第４７号線 6.3 5 31.5 1985 2020 Ⅱ □ □ 259

260 無名橋０８０ 南部第１６６号線 5.3 7.5 39.75 1985 2021 Ⅱ □ □ 260

261 昭和橋 南田原長谷線 8 4.4 35.2 1990 2022 Ⅱ □ □ 261

262 無名橋０５５ 下狭川線 9.2 4 36.8 1990 2022 Ⅱ □ □ 262

263 無名橋０５８ 阪原大柳生線 9.1 3.7 33.67 1990 2022 Ⅱ □ □ 263

264 無名橋１１８ 南部第６０２号線 6.8 9.4 63.92 1990 2022 Ⅱ □ □ 264

265 無名橋１０４ 南部第４０８号線 6.5 10.5 68.25 1990 2022 Ⅱ □ □ 265

266 神明橋 北部第４９６号線 9.4 4 37.6 1991 2020 Ⅱ □ □ 266

267 馬渡橋 北部第２３３号線 13.4 4 53.6 1954 2020 Ⅱ □ □ 267

268 無名橋１５３ 西部第３００号線 6.7 1.3 8.71 1965 2019 Ⅱ □ □ 268

269 無名橋２２８ 中部第７３２号線 6.6 4 26.4 1965 2021 Ⅱ □ □ 269

270 無名橋１７６ 西部第７９１号線 6.5 4.1 26.65 1965 2019 Ⅱ □ □ 270

271 無名橋１５２ 西部第２８０号線 5.6 6.6 36.96 1965 2019 Ⅱ □ □ 271

272 三反田橋 針ヶ別所猫塚線 13.5 3 40.5 1970 2021 Ⅱ □ □ 272

273 フセド橋 白石雄神線 10 4 40 1970 2021 Ⅱ □ □ 273

274 カサ橋 小川口線 9.5 5 47.5 1970 2022 Ⅱ □ □ 274

275 ともえ橋 新徳線 8.4 5 42 1970 2022 Ⅱ □ □ 275

276 西浦橋 石打向切線 8.2 4.6 37.72 1970 2023 Ⅱ □ □ 276

277 金ヶ崎橋 金ヶ崎線 8 4.5 36 1970 2023 Ⅱ □ □ 277

278 中尾橋 清水・小川口線 8 2.7 21.6 1970 2023 Ⅱ □ □ 278

279 無名橋３９６ 東部第２６５号線 7.9 4.5 35.55 1970 2020 Ⅱ □ □ 279

280 大橋 友田綴線 6 3.5 21 1970 2023 Ⅱ □ □ 280

281 無名橋３５６ 東部第９５号線 6 3.1 18.6 1970 2022 Ⅱ □ □ 281

282 無名橋４２１ 東部第３３５号線 5.2 2.5 13 1970 2023 Ⅱ □ □ 282

283 スジカイ橋 長野垣内線 5.1 3 15.3 1970 2023 Ⅱ □ □ 283

284 無名橋２２９ 中部第７３４号線 11.2 3 33.6 1974 2020 Ⅱ □ □ 284

285 無名橋１８１ 西部第８０２号線 8.1 6.2 50.22 1974 2020 Ⅱ □ □ 285

286 鹿野園寺橋 南部第３４１号線 12 2.4 28.8 1975 2020 Ⅱ □ □ 286

287 無名橋４２７ 東部第３０３号線 11.1 2.2 24.42 1975 2020 Ⅱ □ □ 287

288 無名橋４２９ 東部第３０３号線 10.1 2.2 22.22 1975 2020 Ⅱ □ □ 288

289 無名橋４２８ 東部第３０３号線 8.2 2.2 18.04 1975 2020 Ⅱ □ □ 289

290 下手橋 石打下出線 9.4 3 28.2 1980 2023 Ⅱ □ □ 290

291 飛鳥小橋 北部第１５９号線 5.4 8 43.2 1985 2022 Ⅱ □ □ 291

292 無名橋４３５ 中部第１５５４号線 5 9.5 47.5 1985 2021 Ⅱ □ □ 292

293 菅原橋 中部第７号線 11.6 6 69.6 1990 2020 Ⅱ □ □ 293

294 無名橋２７３ 中部第１２８８号線 10.4 10.2 106.08 1990 2020 Ⅱ □ □ 294

295 無名橋３３９ 東部第３７２号線 8.9 2.7 24.03 1990 2020 Ⅱ □ □ 295

296 無名橋１０６ 南部第４０９号線 8.4 9.9 83.16 1990 2022 Ⅱ □ □ 296

297 無名橋４１９ 東部第３３５号線 5.2 5.7 29.64 1990 2023 Ⅱ □ □ 297

298 無名橋１１３ 南部第４７８号線 5 2.5 12.5 1990 2020 Ⅱ □ □ 298

299 無名橋２３９ 中部第８５６号線 4.5 2.6 11.7 1965 2020 Ⅱ □ □ 299

300 無名橋０４５ 南部第１号線 3.3 7.5 24.75 1965 2021 Ⅱ □ □ 300
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301 無名橋２７８ 中部第４９６号線 3.2 8 25.6 1965 2022 Ⅱ □ □ 301

302 無名橋０７３ 南部第１４６号線 2.6 5.2 13.52 1965 2021 Ⅱ □ □ 302

303 無名橋３２３ 南部第８３号線 2.5 4.6 11.5 1965 2022 Ⅱ □ □ 303

304 無名橋２０４ 中部第９８号線 2.3 9.2 21.16 1965 2022 Ⅱ □ □ 304

305 無名橋０９０ 南部第３３８号線 2.1 2.5 5.25 1965 2021 Ⅱ □ □ 305

306 無名橋１６９ 西部第７１０号線 2 6.1 12.2 1965 2019 Ⅱ □ □ 306

307 無名橋２０５ 中部第９８号線 2 6 12 1965 2020 Ⅱ □ □ 307

308 無名橋４０２ 東部第２９７号線 4.8 8 38.4 1970 2023 Ⅱ □ □ 308

309 無名橋４０７ 東部第２１６号線 4.6 3 13.8 1970 2023 Ⅱ □ □ 309

310 ツチヤ橋 東和線 4.4 3.5 15.4 1970 2023 Ⅱ □ □ 310

311 無名橋３９５ 東部第２６４号線 4 5.1 20.4 1970 2022 Ⅱ □ □ 311

312 無名橋３９１ 東部第２４５号線 3.8 9.1 34.58 1970 2023 Ⅱ □ □ 312

313 無名橋３８４ 東部第２２１号線 3.7 4.2 15.54 1970 2023 Ⅱ □ □ 313

314 無名橋０６１ 誓多林大平尾線 3.6 4.4 15.84 1970 2021 Ⅱ □ □ 314

315 宮前橋 清水中南東・長野線 3.3 3 9.9 1970 2023 Ⅱ □ □ 315

316 無名橋４１５ 東部第３２７号線 3.2 4.2 13.44 1970 2023 Ⅱ □ □ 316

317 無名橋０８４ 南部第２２０号線 3 5.6 16.8 1970 2021 Ⅱ □ □ 317

318 無名橋３７５ 東部第１９４号線 2.6 2.9 7.54 1970 2023 Ⅱ □ □ 318

319 無名橋１３３ 南部第５０３号線 2.5 5.1 12.75 1970 2021 Ⅱ □ □ 319

320 無名橋３８６ 東部第２２８号線 2.5 2.7 6.75 1970 2023 Ⅱ □ □ 320

321 無名橋３６７ 東部第１４２号線 2.4 2.5 6 1970 2023 Ⅱ □ □ 321

322 無名橋４１６ 東部第３２７号線 2.4 5.3 12.72 1970 2023 Ⅱ □ □ 322

323 無名橋３８９ 東部第２３７号線 2.3 13.4 30.82 1970 2023 Ⅱ □ □ 323

324 矢川橋 桃香野脇谷線 4.8 2.5 12 1974 2023 Ⅱ □ □ 324

325 無名橋３２５ 南部第９０号線 4.1 4 16.4 1974 2020 Ⅱ □ □ 325

326 無名橋３１２ 南部第３３号線 2.3 5.5 12.65 1974 2020 Ⅱ □ □ 326

327 無名橋０４０ 中部第１０号線 2.1 6.2 13.02 1974 2022 Ⅱ □ □ 327

328 無名橋０６８ 南部第６６４号線 3.3 4 13.2 1981 2020 Ⅱ □ □ 328

329 無名橋０６７ 南部第５８０号線 2.7 6.1 16.47 1981 2020 Ⅱ □ □ 329

330 無名橋１１０ 南部第４５２号線 3.6 4.4 15.84 1985 2021 Ⅱ □ □ 330

331 無名橋０８６ 南部第２８５号線 2.8 7.9 22.12 1985 2022 Ⅱ □ □ 331

332 無名橋１０５ 南部第４０８号線 2.9 12 34.8 1990 2022 Ⅱ □ □ 332

333 無名橋２１０ 中部第１３４３号線 2.8 21.4 59.92 1990 2022 Ⅱ □ □ 333

334 無名橋２１１ 中部第１３８９号線 2.3 5.4 12.42 1990 2021 Ⅱ □ □ 334

335 下水門橋 北部第９１号線 4.9 2.9 14.21 1965 2022 Ⅱ □ □ 335

336 無名橋２２３ 中部第７０４号線 4.2 5 21 1965 2022 Ⅱ □ □ 336

337 無名橋２６１ 中部第４８７号線 3.7 2.5 9.25 1965 2020 Ⅱ □ □ 337

338 無名橋１７５ 西部第７３２号線 3.6 3 10.8 1965 2019 Ⅱ □ □ 338

339 無名橋３１７ 南部第６０号線 3.4 4.8 16.32 1965 2022 Ⅱ □ □ 339

340 無名橋２８１ 中部第９４７号線 3.4 3.2 10.88 1965 2022 Ⅱ □ □ 340

341 無名橋３０５ 北部第５３４号線 3.1 2 6.2 1965 2022 Ⅱ □ □ 341

342 無名橋１８５ 西部第９４１号線 3.1 2 6.2 1965 2020 Ⅱ □ □ 342

343 無名橋２５７ 中部第３３８号線 3 4.2 12.6 1965 2022 Ⅱ □ □ 343

344 無名橋１７４ 西部第７２１号線 3 3.7 11.1 1965 2019 Ⅱ □ □ 344

345 無名橋３０３ 北部第８９号線 2.9 5.6 16.24 1965 2022 Ⅱ □ □ 345

346 無名橋１６５ 西部第５８８号線 2.9 7 20.3 1965 2019 Ⅱ □ □ 346

347 無名橋１８３ 西部第８９２号線 2.9 2.7 7.83 1965 2022 Ⅱ □ □ 347

348 無名橋２０７ 中部第１３０８号線 2.8 5.1 14.28 1965 2021 Ⅱ □ □ 348

349 水門橋 北部第９１号線 2.7 11.2 30.24 1965 2022 Ⅱ □ □ 349

350 無名橋２３３ 中部第７６９号線 2.5 5 12.5 1965 2020 Ⅱ □ □ 350
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351 無名橋３５２ 東部第８６号線 2.5 4.9 12.25 1965 2023 Ⅱ □ □ 351

352 無名橋２４９ 中部第２５７号線 2.5 4.8 12 1965 2021 Ⅱ □ □ 352

353 無名橋２７９ 北部第３９７号線 2.1 3.3 6.93 1965 2022 Ⅱ □ □ 353

354 無名橋３０１ 北部第１１号線 2 5.7 11.4 1965 2022 Ⅱ □ □ 354

355 無名橋３００ 北部第５号線 2 2.5 5 1965 2021 Ⅱ □ □ 355

356 無名橋３６０ 東部第３６１号線 4.7 2 9.4 1970 2023 Ⅱ □ □ 356

357 池町１号橋 石打田山線 4.6 3.8 17.48 1970 2021 Ⅱ □ □ 357

358 無名橋１１１ 南部第４７８号線 4.2 5.4 22.68 1970 2021 Ⅱ □ □ 358

359 無名橋０９５ 南部第３５８号線 3.9 2.6 10.14 1970 2022 Ⅱ □ □ 359

360 無名橋３５７ 東部第９５号線 3.3 5.1 16.83 1970 2023 Ⅱ □ □ 360

361 無名橋１２６ 南部第４６９号線 3.2 5.4 17.28 1970 2021 Ⅱ □ □ 361

362 無名橋１２３ 南部第４６３号線 3.1 6.9 21.39 1970 2021 Ⅱ □ □ 362

363 無名橋０５６ 下狭川線 3.1 4.1 12.71 1970 2021 Ⅱ □ □ 363

364 無名橋３８７ 東部第２３１号線 3.1 3 9.3 1970 2023 Ⅱ □ □ 364

365 ヤグタ橋 峠桜・大谷線 3.1 3 9.3 1970 2023 Ⅱ □ □ 365

366 宮前橋 小山戸・相河循環線 3.1 3 9.3 1970 2023 Ⅱ □ □ 366

367 無名橋１３５ 南部第５０５号線 3 3.1 9.3 1970 2020 Ⅱ □ □ 367

368 無名橋１２５ 南部第４６８号線 3 2.7 8.1 1970 2020 Ⅱ □ □ 368

369 無名橋１４１ 南部第５４２号線 2.9 4.2 12.18 1970 2022 Ⅱ □ □ 369

370 無名橋１０２ 南部第４０２号線 2.9 3.7 10.73 1970 2022 Ⅱ □ □ 370

371 無名橋３４３ 東部第９号線 2.7 4.2 11.34 1970 2022 Ⅱ □ □ 371

372 池町２号橋 石打田山線 2.6 4.1 10.66 1970 2023 Ⅱ □ □ 372

373 無名橋１４４ 西部第１６４号線 2.4 9.3 22.32 1970 2019 Ⅱ □ □ 373

374 無名橋２６７ 中部第７７６号線 4.6 5.2 23.92 1974 2020 Ⅱ □ □ 374

375 無名橋１６０ 西部第３０９号線 4.4 5.7 25.08 1974 2019 Ⅱ □ □ 375

376 洗場橋 桃香野桃広１号線 4.3 3.1 13.33 1974 2023 Ⅱ □ □ 376

377 無名橋１４３ 西部第１３９号線 3.4 3.7 12.58 1974 2019 Ⅱ □ □ 377

378 無名橋２６４ 中部第５１２号線 3.1 5.3 16.43 1974 2020 Ⅱ □ □ 378

379 無名橋２９７ 北部第１７９号線 3.1 0.7 2.17 1974 2022 Ⅱ □ □ 379

380 無名橋２３２ 中部第７６５号線 2.5 15 37.5 1974 2020 Ⅱ □ □ 380

381 無名橋２２１ 中部第７０２号線 2.3 4.3 9.89 1974 2020 Ⅱ □ □ 381

382 無名橋０４３ 歌姫佐紀線 2.1 11.9 24.99 1974 2021 Ⅱ □ □ 382

383 無名橋３９２ 東部第２４６号線 4.5 1.8 8.1 1981 2023 Ⅱ □ □ 383

384 無名橋４３１ 西部第１２８６号線 4.3 6.2 26.66 1981 2021 Ⅱ □ □ 384

385 無名橋４３０ 西部第１２８５号線 3.9 6.3 24.57 1981 2020 Ⅱ □ □ 385

386 タデバ橋 向川線 3.6 2.5 9 1981 2023 Ⅱ □ □ 386

387 無名橋２５４ 中部第３３５号線 2.5 6.6 16.5 1981 2022 Ⅱ □ □ 387

388 無名橋２３４ 中部第７７３号線 2.5 4 10 1981 2020 Ⅱ □ □ 388

389 無名橋２５６ 中部第３３８号線 2.2 14.9 32.78 1981 2022 Ⅱ □ □ 389

390 無名橋２０６ 中部第１１５号線 3.5 6.2 21.7 1985 2021 Ⅱ □ □ 390

391 無名橋０５４ 南永井池田線 3.1 11.7 36.27 1985 2021 Ⅱ □ □ 391

392 無名橋２４８ 中部第２３２号線 2.6 9 23.4 1985 2022 Ⅱ □ □ 392

393 無名橋２３１ 中部第７５７号線 2.5 5.1 12.75 1985 2020 Ⅱ □ □ 393

394 無名橋３９９ 東部第２７３号線 4.5 6.5 29.25 1990 2023 Ⅱ □ □ 394

395 無名橋１２８ 南部第４８２号線 4 3.1 12.4 1990 2020 Ⅱ □ □ 395

396 無名橋１３０ 南部第４８８号線 3.6 6.6 23.76 1990 2021 Ⅱ □ □ 396

397 二番子橋 石打牛場線 3.2 4 12.8 1990 2023 Ⅱ □ □ 397

398 向出橋 石打向出線 3.2 3 9.6 1990 2023 Ⅱ □ □ 398

398 向出橋 石打向出線 2.8 3.3 9.24 1990 2023 Ⅱ □ □ 398

400 無名橋１９８ 中部第２１号線 3 13 39 1990 2020 Ⅱ □ □ 400
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401 無名橋３７０ 東部第１７１号線 2.3 3.4 7.82 1990 2023 Ⅱ □ □ 401

402 無名橋２１３ 中部第９１１号線 2.1 8.6 18.06 1990 2020 Ⅱ □ □ 402

403 無名橋１１５ 南部第２８２号線 2 6.7 13.4 1990 2021 Ⅱ □ □ 403

404 無名橋２６３ 中部第５０９号線 4.1 4 16.4 2016 2020 Ⅱ □ □ 404

405 無名橋０４２ 六条石木線 7.6 6.6 50.16 1965 2021 Ⅱ □ □ 405

406 無名橋０４７ 中部第２７３号線 2.8 12.1 33.88 1974 2021 Ⅱ □ □ 406

407 無名橋００２ 中部第３３２号線 31.8 4.5 143.1 1965 2020 Ⅱ □ □ 407

408 無名橋２９０ 北部第３３８号線 14.1 2 28.2 1985 2020 Ⅱ □ □ 408

409 無名橋１４７ 中部第１４８号線 8.4 11.4 95.76 1965 2019 Ⅱ □ □ 409

410 無名橋４２３ 東部第３４９号線 7 9 63 1970 2023 Ⅱ □ □ 410

411 無名橋０３９ 中部第２号線 6.7 29 194.3 1990 2020 Ⅱ □ □ 411

412 無名橋０８７ 南部第２８５号線 6.4 6.7 42.88 1970 2021 Ⅱ □ □ 412

413 無名橋０９９ 南部第３８１号線 5.5 3.5 19.25 1970 2022 Ⅱ □ □ 413

414 キナイシ橋 白石・小倉線 9.6 8 76.8 1970 2022 Ⅱ □ □ 414

415 背無橋 中部第６２９号線 7.9 6 47.4 1981 2021 Ⅱ □ □ 415

416 床治橋 石打田山線 6 4 24 1970 2023 Ⅱ □ □ 416

417 無名橋０２８ ニ名学園前線 5.5 9.9 54.45 1965 2021 Ⅱ □ □ 417

418 無名橋０４１ 中部第１４号線 3.6 21 75.6 1965 2021 Ⅱ □ □ 418

419 無名橋０８３ 南部第２１８号線 2.7 5.4 14.58 1970 2021 Ⅱ □ □ 419

420 無名橋１３７ 南部第５２０号線 2.5 5.1 12.75 1970 2021 Ⅱ □ □ 420

421 無名橋３４４ 東部第３９号線 2.5 3.5 8.75 1970 2022 Ⅱ □ □ 421

422 無名橋２１４ 中部第１３３３号線 4.2 6 25.2 1974 2022 Ⅱ □ □ 422

423 無名橋３２６ 南部第９０号線 3.2 9.4 30.08 1974 2022 Ⅱ □ □ 423

424 無名橋３２２ 南部第７８号線 2.7 10.1 27.27 1974 2022 Ⅱ □ □ 424

425 無名橋２５２ 中部第３００号線 2.5 3 7.5 1974 2022 Ⅱ □ □ 425

426 無名橋０４９ 九条線 3.6 14.6 52.56 1981 2021 Ⅱ □ □ 426

427 無名橋０７１ 南部第７０３号線 2.2 6.1 13.42 1990 2020 Ⅱ □ □ 427

428 無名橋０７０ 南部第６７３号線 2.6 7.2 18.72 1998 2020 Ⅱ □ □ 428

429 無名橋３２９ 南部第５２９号線 2.6 8.5 22.1 1970 2022 Ⅱ □ □ 429

430 無名橋１３８ 南部第５３０号線 2.1 10.6 22.26 1970 2022 Ⅱ □ □ 430

431 無名橋２２５ 中部第７１１号線 4.7 8.5 39.95 1974 2022 Ⅱ □ □ 431

432 無名橋２７６ 北部第４１３号線 4.4 4.6 20.24 1974 2022 Ⅱ □ □ 432

433 無名橋０６０ 丹生北野山線 2.8 7.6 21.28 1981 2021 Ⅱ □ □ 433

434 無名橋４３２ 西部第１２６９号線 3.1 6 18.6 1985 2022 Ⅱ □ □ 434

435 無名橋０８８ 南部第２８５号線 3 13.2 39.6 1990 2021 Ⅱ □ □ 435

436 無名橋４４０ 北部第７４２号線 2.9 16 46.4 1990 2022 Ⅱ □ □ 436

437 伍仙堂橋 西部第７９６号線 20.4 4 81.6 1985 2019 Ⅱ □ □ 437

438 平和橋 西部第８９３号線 20.7 6.3 130.41 2002 2019 Ⅱ □ □ 438

439 無名橋２６５ 中部第５４９号線 5.6 4.2 23.52 1965 2021 Ⅱ □ □ 439

440 無名橋４１０ 東部第３０２号線 8.9 2 17.8 1970 2020 Ⅱ □ □ 440

441 無名橋１０９ 南部第４１４号線 6.6 3.5 23.1 1970 2022 Ⅱ □ □ 441

442 無名橋２８５ 北部第２６８号線 6.4 4.8 30.72 1974 2022 Ⅱ □ □ 442

443 無名橋１００ 南部第３９４号線 8.6 5 43 1985 2022 Ⅱ □ □ 443

444 中山西歩道橋 登美ヶ丘中山線 8.6 2 17.2 1990 2019 Ⅱ □ □ 444

445 無名橋４０９ 東部第３８６号線 7.7 4.5 34.65 1990 2020 Ⅱ □ □ 445

446 無名橋３６３ 東部第３６号線 7.6 2 15.2 1990 2020 Ⅱ □ □ 446

447 無名橋４１７ 東部第３３３号線 5.5 9.2 50.6 1990 2023 Ⅱ □ □ 447

448 無名橋４３４ 中部第１５０１号線 5 13 65 1990 2021 Ⅱ □ □ 448

449 無名橋２４２ 中部第８６１号線 6.6 3.5 23.1 1965 2020 Ⅱ □ □ 449

450 無名橋３０２ 北部第１１号線 7.3 6.8 49.64 1974 2021 Ⅱ □ □ 450
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451 東谷橋 月瀬コチタニ線 5.9 2.6 15.34 1974 2023 Ⅱ □ □ 451

452 無名橋１８８ 西部第１１５５号線 5.6 10.5 58.8 1974 2019 Ⅱ □ □ 452

453 無名橋１７８ 西部第７９７号線 6.1 3.6 21.96 1981 2020 Ⅱ □ □ 453

454 無名橋１５５ 西部第３０９号線 8 8.4 67.2 1985 2019 Ⅱ □ □ 454

455 無名橋１９０ 西部第１１４９号線 13.4 5 67 1990 2020 Ⅱ □ □ 455

456 無名橋３０７ 北部第６１９号線 8.6 4 34.4 1990 2021 Ⅱ □ □ 456

457 無名橋２１７ 中部第６８９号線 6.5 11 71.5 1990 2021 Ⅱ □ □ 457

458 無名橋３３３ 南部第４８７号線 5.4 5.8 31.32 1990 2022 Ⅱ □ □ 458

459 無名橋１２９ 南部第４８６号線 5 2.5 12.5 1990 2022 Ⅱ □ □ 459

460 無名橋３１４ 南部第５１号線 2.3 2.3 5.29 1955 2022 Ⅱ □ □ 460

461 無名橋３８５ 東部第２２５号線 2.9 4.5 13.05 1970 2023 Ⅱ □ □ 461

462 無名橋０６２ 南田原長谷線 2.5 22.9 57.25 1970 2021 Ⅱ □ □ 462

463 無名橋２２４ 中部第７０６号線 4.8 5.4 25.92 1974 2022 Ⅱ □ □ 463

464 無名橋３１０ 南部第１６号線 2.7 11.1 29.97 1974 2022 Ⅱ □ □ 464

465 無名橋３０８ 南部第１５号線 2.6 6.1 15.86 1974 2022 Ⅱ □ □ 465

466 無名橋３０９ 南部第１５号線 2.4 9 21.6 1974 2022 Ⅱ □ □ 466

467 無名橋０７９ 南部第１６３号線 2.3 5 11.5 1974 2021 Ⅱ □ □ 467

468 無名橋０７４ 南部第１４７号線 3.5 7.4 25.9 1981 2021 Ⅱ □ □ 468

469 無名橋３７３ 東部第１８８号線 3.1 3.9 12.09 1981 2023 Ⅱ □ □ 469

470 無名橋４３６ 中部第１５６４号線 3 11 33 1985 2020 Ⅱ □ □ 470

471 無名橋４３８ 西部第１２８６号線 2.3 6 13.8 1990 2021 Ⅱ □ □ 471

472 無名橋２７４ 中部第２０９号線 3.9 6 23.4 1965 2021 Ⅱ □ □ 472

473 無名橋１６１ 西部第１８０号線 3.4 6.3 21.42 1965 2019 Ⅱ □ □ 473

474 無名橋１１４ 南部第３３３号線 3.1 4 12.4 1965 2021 Ⅱ □ □ 474

475 無名橋１５０ 西部第２４９号線 2.9 3.9 11.31 1965 2019 Ⅱ □ □ 475

476 無名橋３５３ 東部第８６号線 2.5 3.6 9 1965 2023 Ⅱ □ □ 476

477 無名橋１６２ 西部第５１８号線 2.3 19.6 45.08 1965 2019 Ⅱ □ □ 477

478 無名橋２４４ 中部第８８８号線 2.3 1.9 4.37 1965 2020 Ⅱ □ □ 478

479 無名橋１８６ 西部第７０７号線 2.2 11.2 24.64 1965 2020 Ⅱ □ □ 479

480 下春日橋 東部第２７５号線 4.3 5.2 22.36 1970 2023 Ⅱ □ □ 480

481 無名橋３４７ 東部第４５号線 3.5 5.7 19.95 1970 2023 Ⅱ □ □ 481

482 無名橋０９４ 南部第３５８号線 3.3 3 9.9 1970 2022 Ⅱ □ □ 482

483 無名橋１２４ 南部第４６７号線 3.2 6.1 19.52 1970 2021 Ⅱ □ □ 483

484 無名橋１２２ 南部第４６１号線 3 13.5 40.5 1970 2021 Ⅱ □ □ 484

485 無名橋０９３ 南部第３５１号線 2.9 2.1 6.09 1970 2021 Ⅱ □ □ 485

486 無名橋０９２ 南部第３４９号線 2.8 2.3 6.44 1970 2020 Ⅱ □ □ 486

487 向谷橋 石打西向谷線 2.6 13 33.8 1970 2021 Ⅱ □ □ 487

488 桃広橋 桃香野桃広２号線 2.5 5 12.5 1970 2023 Ⅱ □ □ 488

489 無名橋２１８ 中部第６９５号線 3.7 11.5 42.55 1974 2022 Ⅱ □ □ 489

490 無名橋１５１ 西部第２５０号線 2.6 7.9 20.54 1974 2019 Ⅱ □ □ 490

491 無名橋１６３ 西部第５１８号線 2.2 40.9 89.98 1974 2019 Ⅱ □ □ 491

492 無名橋１２７ 南部第４７９号線 2.5 14.8 37 1981 2021 Ⅱ □ □ 492

493 無名橋１８２ 西部第８４１号線 2.5 6.1 15.25 1981 2020 Ⅱ □ □ 493

494 無名橋３４８ 東部第４５号線 2.5 6 15 1981 2023 Ⅱ □ □ 494

495 無名橋１０３ 南部第４０７号線 2 5.4 10.8 1981 2021 Ⅱ □ □ 495

496 無名橋１５９ 西部第１１２５号線 2 3.5 7 1981 2019 Ⅱ □ □ 496

497 無名橋１９５ 中部第１２４０号線 4.7 3 14.1 1984 2022 Ⅱ □ □ 497

498 無名橋０５３ 南永井池田線 3.1 14.2 44.02 1985 2021 Ⅱ □ □ 498

499 無名橋１０１ 南部第３９４号線 2.8 4.4 12.32 1985 2021 Ⅱ □ □ 499

500 無名橋３２８ 南部第５５８号線 2 3.2 6.4 1985 2021 Ⅱ □ □ 500
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501 無名橋１７１ 西部第７１８号線 3.4 6.5 22.1 1990 2019 Ⅱ □ □ 501

502 無名橋１２０ 南部第４５５号線 3.3 2.6 8.58 1990 2022 Ⅱ □ □ 502

503 ゴブラ橋 北村・向出１号線 2.9 7.5 21.75 1990 2023 Ⅱ □ □ 503

504 無名橋３３４ 南部第５４２号線 2.7 6 16.2 1990 2021 Ⅱ □ □ 504

505 無名橋３６９ 東部第１６７号線 2.5 12 30 1990 2023 Ⅱ □ □ 505

506 無名橋３３０ 南部第５８６号線 2.4 11.5 27.6 1990 2022 Ⅱ □ □ 506

507 無名橋４１４ 東部第３１４号線 2.4 11.3 27.12 1990 2023 Ⅱ □ □ 507

508 無名橋４０５ 東部第３１４号線 2.2 19.4 42.68 1990 2023 Ⅱ □ □ 508

509 無名橋４３９ 中部第１６１２号線 2 6 12 1990 2020 Ⅱ □ □ 509

510 トイリ橋 吐山・天理線 2次 2.5 7.7 19.25 1970 2021 Ⅲ □ □ 510

511 メガネ橋 西部第３１９号線 ○ 15.8 4 63.2 1965 2019 Ⅲ □ □ 511

512 無名橋０６３ 中部第１５００号線 2次 11.6 17.3 200.68 1990 2020 Ⅰ □ □ 512

513 無名橋００１ 登美ヶ丘中町線 ○ 25.1 10.7 268.57 1969 2019 Ⅲ □ □ 513

514 九条大橋 九条線 2次 31.3 16 500.8 1975 2019 Ⅰ □ □ 514

515 無名橋３７６ 東部第１９８号線 7.4 4.6 34.04 1970 2020 Ⅰ □ □ 515

516 無名橋３９０ 東部第２４０号線 2.9 3.6 10.44 1970 2023 Ⅰ □ □ 516

517 無名橋３８３ 東部第１９８号線 2.3 1 2.3 1970 2023 Ⅰ □ □ 517

518 無名橋３７８ 東部第１９９号線 3.5 5 17.5 1970 2023 Ⅰ □ □ 518

519 リサ谷橋 中部第１０５５号線 ○ 42 5 210 1981 2019 Ⅰ □ □ 519

520 無名橋０１９ 東部第３３１号線 ○ 37.5 6 225 1990 2019 Ⅱ □ □ 520

521 ３号跨道橋 西部第６８２号線 ○ 35.2 9.1 320.32 1990 2019 Ⅱ □ □ 521

522 別当橋 中部第９７８号線 31.7 3.4 107.78 1981 2019 Ⅰ □ □ 522

523 学園大和歩道橋 西部第９３９号線 ○ 28.1 2.3 64.63 1985 2019 Ⅱ □ □ 523

524 大和架道橋 西部第６００号線 ○ 20.7 7 144.9 1974 2019 Ⅲ □ □ 524

525 中畑跨道橋 東部第３２３号線 ○ 40.3 4 161.2 1965 2020 Ⅰ □ □ 525

526 無名橋０２４ 西部第１１４１号線 ○ 45.5 9 409.5 1990 2019 Ⅱ □ □ 526

527 １号跨道橋 西部第７３１号線 ○ 38.1 5 190.5 1990 2019 Ⅱ □ □ 527

528 無名橋４５２ 中部第６７８号線 ○ 4.8 10.02 48.096 2022 Ⅰ □ 528

529 無名橋４５３ 中部第６７８号線 ○ 4.8 7.43 35.664 2022 Ⅰ □ 529

530 大渕橋 西部第１２９号線 110 9.5 1045 1965 2023 Ⅱ □ □ 530

531 黒谷橋 西部第７６３号線 20 16 320 1974 2019 Ⅲ □ □ 531

532 あやめ橋 西部第８６号線 5.1 13 66.3 1974 2019 Ⅲ □ □ 532

533 無名橋０４６ 中部第２７３号線 2.5 15.5 38.75 1974 2021 Ⅰ □ □ 533

534 高槻橋 西部第７３１号線 28.8 4.5 129.6 1981 2019 Ⅲ □ □ 534

535 岩井橋 北部第３１７号線 18.5 4.5 83.25 1965 2019 Ⅰ □ □ 535

536 大黒橋 北部第３３７号線 12.1 5.4 65.34 1965 2019 Ⅰ □ □ 536

537 無名橋３４５ 東部第４０号線 6.9 5.3 36.57 1970 2022 Ⅰ □ □ 537

538 無名橋２０１ 中部第５２号線 11.4 3 34.2 1974 2020 Ⅰ □ □ 538

539 無名橋０３６ 中部第３号線 6.6 4 26.4 1990 2021 Ⅰ □ □ 539

540 無名橋２４１ 中部第８６０号線 6.5 3.5 22.75 1981 2020 Ⅰ □ □ 540

541 無名橋３２４ 南部第８３号線 2.5 5 12.5 1965 2022 Ⅰ □ □ 541

542 無名橋１７０ 西部第７１８号線 4.3 6.3 27.09 1965 2020 Ⅰ □ □ 542

543 さつき橋 中部第１５８８号線 122 2.5 305 1985 2023 Ⅰ □ □ 543

544 無名橋１９１ 西部第１２１０号線 2 14.4 28.8 1990 2020 Ⅰ □ □ 544

545 無名橋３３１ 南部第５８７号線 2 12.5 25 1990 2021 Ⅰ □ □ 545

546 下堂橋 中部第１１号線 27 4.9 132.3 1965 2019 Ⅲ □ □ 546

547 無名橋０１４ 南部第１０６号線 24 6.4 153.6 1965 2019 Ⅲ □ □ 547

548 西音寺橋 中部第５１５号線 28.6 4 114.4 1974 2019 Ⅰ □ □ 548

549 新開橋 東部第１６３号線 30.7 4 122.8 1980 2020 Ⅰ □ □ 549

550 無名橋０１５ 東部第１７２号線 24.9 4 99.6 1981 2020 Ⅰ □ □ 550
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551 大誓橋 誓多林大平尾線 15.5 4.5 69.75 1981 2020 Ⅰ □ □ 551

552 無名橋０２０ 中部第２４８号線 15.4 8 123.2 1989 2019 Ⅰ □ □ 552

553 無名橋００４ 南部第１２８号線 24.7 9.5 234.65 2023 2020 Ⅲ □ □ 553

554 富雄北橋 西部第１２１０号線 24.2 10 242 1990 2020 Ⅰ □ □ 554

555 地蔵橋 中部第８８号線 22.3 4.5 100.35 1990 2020 Ⅰ □ □ 555

556 親ノ木橋 西部第７３３号線 26.1 5.5 143.55 1978 2020 Ⅰ □ □ 556

557 二条大路橋 中部第５７１号線 24.6 3 73.8 1983 2020 Ⅰ □ □ 557

558 無名橋４４７ 東部第３９２号線 17 7.5 127.5 2009 2023 Ⅰ □ □ 558

559 無名橋４６８ 北部第４９４号線 6.6 6.7 44.22 2018 Ⅰ □ 559

560 無名橋２９３ 北部第１７８号線 5.1 3.5 17.85 1960 2021 Ⅲ □ □ 560

561 中野橋 南部第３４２号線 11.4 2.5 28.5 1965 2021 Ⅲ □ □ 561

562 六条第二橋 中部第３３８号線 8.7 5.1 44.37 1965 2021 Ⅰ □ □ 562

563 無名橋３７２ 東部第１８３号線 11.6 5.5 63.8 1970 2021 Ⅲ □ □ 563

564 古田橋 清水南線 6.1 3.5 21.35 1970 2023 Ⅰ □ □ 564

565 無名橋３４１ 東部第２号線 5.7 4.1 23.37 1970 2022 Ⅰ □ □ 565

566 中橋 前川線 5.3 3.1 16.43 1970 2023 Ⅰ □ □ 566

567 無名橋２５３ 中部第３２５号線 7.8 3 23.4 1974 2021 Ⅲ □ □ 567

568 ヲヲブチ橋 下深川一本松線 8.9 5.5 48.95 1980 2023 Ⅰ □ □ 568

569 ゑびす橋 吐山小学校前１号線 8 6.5 52 1980 2023 Ⅰ □ □ 569

570 無名橋３３７ 東部第１１１号線 5.6 4.4 24.64 1981 2022 Ⅲ □ □ 570

571 第二大芝橋 北部第４９６号線 9.7 4 38.8 1985 2020 Ⅰ □ □ 571

572 無名橋２０３ 中部第９３号線 9 2 18 1985 2020 Ⅰ □ □ 572

573 無名橋３４０ 東部第１号線 6.1 1.5 9.15 1985 2022 Ⅰ □ □ 573

574 秋篠橋 中部第９８号線 9.9 4.1 40.59 1986 2020 Ⅰ □ □ 574

575 無名橋０８１ 南部第５７８号線 12.7 4 50.8 1990 2020 Ⅰ □ □ 575

576 ドウノマエ橋 清水・小川口線 6.8 4.2 28.56 2004 2023 Ⅰ □ □ 576

577 飯合橋 北部第２５１号線 12.1 5.1 61.71 1965 2019 Ⅲ □ □ 577

578 下戸ヶ橋 針ヶ別所新垣内・高松線 9.4 3 28.2 1970 2023 Ⅰ □ □ 578

579 赤イデ橋 中白石赤イデ線 8.6 3.5 30.1 1970 2023 Ⅰ □ □ 579

580 ツヅミ橋 西代・西池線 8.3 4.1 34.03 1970 2023 Ⅰ □ □ 580

581 浦橋 杣の川線 7.4 5.2 38.48 1970 2022 Ⅲ □ □ 581

582 下代橋 都介野北部線 7.3 6 43.8 1970 2022 Ⅰ □ □ 582

583 無名橋４０１ 東部第２９３号線 5 6.5 32.5 1970 2023 Ⅰ □ □ 583

584 無名橋２２６ 中部第７１７号線 5 9.1 45.5 1974 2021 Ⅰ □ □ 584

585 黒谷橋 桃香野滝谷線 5 3.5 17.5 1974 2022 Ⅰ □ □ 585

586 タカへ橋 桃香野滝谷線 7.1 3.6 25.56 1980 2023 Ⅰ □ □ 586

587 滝谷橋 桃香野滝谷線 5.2 9 46.8 1980 2023 Ⅰ □ □ 587

588 無名橋１６６ 西部第６３３号線 13.4 3.3 44.22 1981 2019 Ⅰ □ □ 588

589 無名橋１９４ 中部第１２４０号線 8.4 3 25.2 1984 2020 Ⅰ □ □ 589

590 無名橋１９３ 中部第１２４０号線 7 3 21 1984 2020 Ⅰ □ □ 590

591 椿尾橋 東部第３００号線 9.4 6 56.4 1985 2020 Ⅰ □ □ 591

592 無名橋２７２ 中部第１２８１号線 13.5 9.5 128.25 1990 2020 Ⅰ □ □ 592

593 西広橋 石打寺脇線 8.2 3.5 28.7 1990 2023 Ⅰ □ □ 593

594 無名橋４４１ 下田線 7.4 3 22.2 1990 2023 Ⅰ □ □ 594

595 無名橋１１２ 南部第４７８号線 7 2.9 20.3 1990 2022 Ⅲ □ □ 595

596 無名橋４０４ 東部第２９９号線 5.7 1 5.7 1990 2023 Ⅰ □ □ 596

597 無名橋２１５ 中部第１４９６号線 4 5.1 20.4 1965 2022 Ⅰ □ □ 597

598 無名橋３８１ 東部第１７４号線 4.8 3.4 16.32 1970 2023 Ⅰ □ □ 598

599 ヒガシタニ橋 松ヶ峠線 4.8 3 14.4 1970 2023 Ⅰ □ □ 599

600 そふか橋 的場・長野線 4.5 5.4 24.3 1970 2023 Ⅰ □ □ 600
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601 ササシダ橋 上深川中垣内・ワタリナワテ線 4.1 3.5 14.35 1970 2023 Ⅰ □ □ 601

602 無名橋４２０ 東部第３３５号線 3.8 2.3 8.74 1970 2023 Ⅰ □ □ 602

603 無名橋３９３ 東部第２５２号線 3.3 2.5 8.25 1970 2023 Ⅰ □ □ 603

604 無名橋３０４ 北部第１１２号線 4 3.7 14.8 1985 2022 Ⅲ 604

605 無名橋２８２ 北部第５８３号線 2.4 6.3 15.12 1985 2021 Ⅰ □ □ 605

606 無名橋３７９ 東部第２００号線 4.2 4.5 18.9 1990 2023 Ⅰ □ □ 606

607 無名橋４０６ 東部第２２０号線 3.9 11.5 44.85 1990 2023 Ⅰ □ □ 607

608 無名橋０６４ 南部第１０７号線 3.5 6.7 23.45 1990 2020 Ⅰ □ □ 608

609 無名橋４０８ 東部第２１７号線 2.8 3.4 9.52 1990 2023 Ⅰ □ □ 609

610 無名橋２９５ 北部第１７８号線 4.6 1.6 7.36 1960 2022 Ⅲ □ □ 610

611 無名橋２９６ 北部第１７８号線 4.1 1.6 6.56 1960 2022 Ⅲ □ □ 611

612 無名橋２９４ 北部第１７８号線 4 1.6 6.4 1960 2022 Ⅲ □ □ 612

613 無名橋２８６ 北部第２７３号線 4.6 4.5 20.7 1965 2022 Ⅲ □ □ 613

614 無名橋２０８ 中部第６１号線 4.1 2.6 10.66 1965 2020 Ⅰ □ □ 614

615 無名橋１５４ 西部第３０７号線 4 4.3 17.2 1965 2019 Ⅲ □ □ 615

616 無名橋３６２ 東部第３６７号線 3.6 3.5 12.6 1965 2023 Ⅰ □ □ 616

617 無名橋２６８ 中部第７８２号線 3 3.1 9.3 1965 2021 Ⅱ □ □ 617

618 無名橋１７２ 西部第７１８号線 3 3.1 9.3 1965 2019 Ⅰ □ □ 618

619 無名橋２０２ 中部第６１号線 2.8 2.9 8.12 1965 2020 Ⅰ □ □ 619

620 無名橋１７３ 西部第７１９号線 2.7 6.6 17.82 1965 2020 Ⅰ □ □ 620

621 無名橋１４９ 西部第２４８号線 2.5 7.5 18.75 1965 2019 Ⅰ □ □ 621

622 無名橋２５９ 中部第４８１号線 2.5 0.7 1.75 1965 2020 Ⅰ □ □ 622

623 無名橋２４３ 中部第８８８号線 2.4 2.3 5.52 1965 2020 Ⅰ □ □ 623

624 無名橋１３６ 南部第５０６号線 4 3 12 1970 2020 Ⅰ □ □ 624

625 無名橋０５９ 大保邑地線 3.6 7.8 28.08 1970 2021 Ⅰ □ □ 625

626 無名橋０９１ 南部第３４９号線 3.2 3.1 9.92 1970 2022 Ⅰ □ □ 626

627 宮池橋 東ラ線 3 1.9 5.7 1970 2023 Ⅰ □ □ 627

628 無名橋１３９ 南部第５３６号線 3 1.5 4.5 1970 2020 Ⅰ □ □ 628

629 前川橋 宮の前・金平線 2.6 10.5 27.3 1970 2023 Ⅰ □ □ 629

630 無名橋１３１ 南部第４８９号線 2.6 3.8 9.88 1970 2021 Ⅰ □ □ 630

631 倉立橋 テラダニ線 2.3 3.5 8.05 1970 2023 Ⅰ □ □ 631

632 無名橋３６５ 東部第１４０号線 2.3 2.8 6.44 1970 2023 Ⅰ □ □ 632

633 庄谷橋 馬場川久保線 2.1 3.1 6.51 1970 2023 Ⅰ □ □ 633

634 無名橋４２５ 東部第３５５号線 2.1 3 6.3 1970 2023 Ⅰ □ □ 634

635 大半田橋 林谷線 2 4.5 9 1970 2023 Ⅰ □ □ 635

636 無名橋１３４ 南部第５０４号線 2 3 6 1970 2020 Ⅰ □ □ 636

637 無名橋３６１ 東部第３６２号線 3.4 2.2 7.48 1971 2023 Ⅳ □ □ 637

638 無名橋２３５ 中部第７７４号線 4.6 3.9 17.94 1974 2021 Ⅰ □ □ 638

639 無名橋２３６ 中部第７７５号線 4.6 3.9 17.94 1974 2021 Ⅰ □ □ 639

640 無名橋２６２ 中部第５０８号線 4.6 3.9 17.94 1974 2021 Ⅰ □ □ 640

641 中池橋 白石丸岡・貝那木線 4.6 2.5 11.5 1974 2023 Ⅰ □ □ 641

642 無名橋３５１ 東部第７９号線 4 3 12 1974 2023 Ⅳ □ □ 642

643 無名橋１６４ 西部第５３３号線 3.5 2.6 9.1 1974 2019 Ⅰ □ □ 643

644 無名橋１５８ 西部第４１８号線 3.1 8.1 25.11 1974 2019 Ⅰ □ □ 644

645 無名橋３１９ 南部第６４号線 2.8 6.4 17.92 1974 2020 Ⅰ □ □ 645

646 無名橋２６６ 中部第５４９号線 2.8 2 5.6 1974 2020 Ⅰ □ □ 646

647 無名橋３２１ 南部第６６号線 2.7 6.7 18.09 1974 2020 Ⅰ □ □ 647

648 無名橋３２０ 南部第６５号線 2.5 7.9 19.75 1974 2020 Ⅰ □ □ 648

649 無名橋２９８ 北部第１８８号線 4.2 0.8 3.36 1975 2022 Ⅲ □ □ 649

650 切下し橋 尾山ジュンデ線 2.2 3.1 6.82 1980 2023 Ⅰ □ □ 650
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(m) (m) (㎡) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
梁
名

路
線
名

跨
道
橋

跨
線
橋

輸
送

橋長 幅員 橋面積
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

対策順位
最新

点検年
最新

判定区分
緊急輸送道路

点検計画
点検：□

橋長 幅員 橋面積
竣工年整理番号 橋梁名称 路線名 跨道橋 跨線橋

651 無名橋３４６ 東部第４３号線 2.5 2.2 5.5 1974 2023 Ⅰ □ □ 651

652 無名橋１１７ 南部第６０９号線 3.2 5.6 17.92 1981 2021 Ⅰ □ □ 652

653 無名橋１１６ 南部第６０８号線 2.9 8.5 24.65 1981 2021 Ⅰ □ □ 653

654 小谷橋 相河宮ノ谷線 2.4 18 43.2 1981 2023 Ⅰ □ □ 654

655 無名橋２７１ 中部第９６６号線 4.3 2.2 9.46 1985 2020 Ⅰ □ □ 655

656 無名橋１８７ 西部第７４９号線 4 13.7 54.8 1985 2020 Ⅰ □ □ 656

657 無名橋３４９ 東部第７２号線 4 0.7 2.8 1985 2023 Ⅰ □ □ 657

658 無名橋２７０ 中部第９５７号線 2.5 2.5 6.25 1985 2020 Ⅰ □ □ 658

659 無名橋２７７ 北部第４３３号線 2 2 4 1985 2022 Ⅰ □ □ 659

660 無名橋１９７ 中部第１２４０号線 4.8 3 14.4 1987 2020 Ⅰ □ □ 660

661 無名橋１９６ 中部第１２４０号線 4.1 3 12.3 1987 2020 Ⅰ □ □ 661

662 辻出橋 石打辻出線 4.8 3 14.4 1990 2023 Ⅰ □ □ 662

663 無名橋１４０ 南部第５４１号線 2.7 5.6 15.12 1990 2021 Ⅰ □ □ 663

664 無名橋３３２ 南部第５０４号線 2.3 8.6 19.78 1990 2021 Ⅰ □ □ 664

665 池の側橋 向出循環支線 2 5.2 10.4 1990 2023 Ⅰ □ □ 665

666 無名橋４５０ 北部第１７８号線 4 2 8 1960 2022 Ⅰ □ □ 666

　本表の対策順位は、2023年度末時点の点検結果等に基づく計画です。最新の点検結果やその他の社会的状況の変化等により、対策順位は変動する可能性があります。
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奈良市 

横断歩道橋個別施設計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ７年 ２月 

奈良市建設部 道路インフラ保全課 



 

 

１．はじめに 

 
奈良市では、平成26年度から５年に１度の近接目視点検が義務化され、1巡

目点検（2014～2018年）、2巡目点検（2019～2024年）を実施し、令和6年度

末までに全20橋の点検が完了し、これまでに４橋が判定区分Ⅲ（早期措置段

階）と診断された。判定区分Ⅲ（早期措置段階）は次回点検までに修繕を終

えることが望ましいとされ、早期の修繕が必要です。令和６年度末時点での

診断結果を表１に示す。 

 

表1.奈良市管理横断歩道橋の定期点検結果（令和６年度末時点） 

管理者名 点検計画数 点検実施数 
判定区分内訳 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

奈良市 20 20 
0 16 4 0 

0％ 80％ 20％ 0％ 

措置数 － 0 0 - 

 

 

２．横断歩道橋個別施設計画のポイント 

 
● Ⅲ判定施設の修繕工事を最優先に取り組む。 

● 当面10年間（早期措置対応が必要となる期間）の計画とする。 

● 診断結果は、点検完了後、速やかに計画に反映させる。 

● 修繕の実施状況、点検結果の遷移等を把握することで効率的な点検・修繕方

法等を今後に活用する。 

 
  

1



 

 

３．横断歩道橋個別施設計画 

 

横断歩道橋個別施設計画は下記および別紙１（横断歩道橋リスト）に示す。 

① 対象施設 

20橋 

② 計画期間 

令和7年度～令和16年度の10年間 

③ 対策の優先順位の考え方 

定期点検結果【施設毎の健全性】および【路線の重要度】の評価点を

算出し、その合計点をもって優先順位を設定する。 

【施設毎の健全性】 

定期点検結果から施設毎の判定結果を用いる。 

 
【路線の重要度】 

横断歩道橋の架橋された路線の状況により、施設の重要度を定量的に

評価する。評価点は下記の通り、緊急輸送道路、橋長、通学路指定につ

いて重み付けを行い、合計点を算出し、評価点とする。 

評価項目 評価区分 評価点 
緊急輸送道路 

跨線橋 
緊急輸送道路 10 
指定なし 0 

橋長 
100m 以上 5 
50m 以上 100m 未満 3 
50m 未満 0 

通学路 
通学路 5 
その他 0 

 

 

④個別施設計画の状態等 

点検結果等について別紙1（横断歩道橋リスト）に示す。 

 
⑤対策内容と実施時期 

対策内容・対策時期について別紙1（横断歩道橋リスト）に示す。 

 
⑥対策費用 

各施設の対策費用は別紙1（横断歩道橋リスト）に示す。 
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４．事業の効率化の取り組み 

 

横断歩道橋の維持管理の効率化、コスト縮減を目的として、下記の取り組

みを行う。 

● 令和16年度までに、管理する20橋のうち１橋程度の横断歩道橋について、集約

化・撤去を行うことを目標とする。上記を踏まえ、令和16年度までの10年間

で、約80万円のコスト縮減を目指します。 

● 令和16年度までに、約8割の横断歩道橋で新技術を活用し、約20万円のコスト

縮減を目標とします。 

● 短期的な数値目標として、「集約化・撤去」及び「新技術の活用」により令

和16年度までに約100万円のコスト縮減を目標に取り組みます。 

●  修繕時には、耐震補強計画があるか確認し、同時期に工事を実施することで 

工期短縮、仮設費用縮減等が図られる。 

※耐震補強時も同様に修繕の必要がある場合には、同時期に工事を実施するこ

とを検討する。 
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(m) (m) (㎡) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

整理番号
梁
名

路
線
名

跨
線
橋

輸
送

橋長 幅員 橋面積
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

1 鶴舞橋歩道橋 登美ヶ丘中町線 ○ 408.8 1.8 735.84 1985 2023 Ⅲ □ □ 1

2 平城山旅客通路 北部第５９５号線 ○ 118 3.5 413 1984 2022 Ⅲ □ □ 2

3 中町1号歩道橋 西部第722号線西部第1157号線 248.6 2 497.2 1997 2023 Ⅲ □ □ 3

4 八軒町歩道橋 大森高畑線 22 1.5 33 1976 2023 Ⅲ □ □ 4

5 学園前駅南歩道橋 登美ヶ丘中町線 ○ 150 4 600 1990 2020 Ⅱ □ □ 5

6 学園前駅北歩道橋 登美ヶ丘中町線 ○ 145 3.6 522 1990 2020 Ⅱ □ □ 6

7 登美ヶ丘中学校前歩道橋 市道登美ヶ丘鹿畑線 ○ 49.5 2 99 1997 2023 Ⅱ □ □ 7

8 中登美ヶ丘歩道橋 登美ヶ丘鹿畑線 ○ 17.9 1.5 26.85 1976 2023 Ⅱ □ □ 8

9 中登美ヶ丘三丁目歩道橋 西部第１３号線・西部第１１６０号線 65.5 2 131 1997 2019 Ⅱ □ □ 9

10 三条宮前歩道橋 中部第639号線 382.3 6 2293.8 1990 2019 Ⅱ □ □ 10

11 中町２号歩道橋 西部第1157号線、西部第1158号線 157 2.3 361.1 1997 2019 Ⅱ □ □ 11

12 神功歩道橋 中部第1011号線 46.2 2.5 115.5 1972 2019 Ⅱ □ □ 12

13 大和西大寺駅南北自由通路 市道中部1500号線 ○ 75.5 7 528.5 2020 2022 Ⅱ □ □ 13

14 帝塚山南一丁目歩道橋 西部第1141号線 64.8 1.5 97.2 1990 2019 Ⅱ □ □ 14

15 鳥見歩道橋 鳥見二名線 60.4 1.5 90.6 1976 2019 Ⅱ □ □ 15

16 記谷橋 中部第1057号線 57.3 4 229.2 1990 2019 Ⅱ □ □ 16

17 緑ヶ丘横断歩道橋 北部第22号線 55 1.5 82.5 1982 2019 Ⅱ □ □ 17

18 西千代ヶ丘一丁目歩道橋 西部第603号線 37 2 74 1996 2019 Ⅱ □ □ 18

19 左京横断歩道橋 中部第1194号線 49.5 2 99 1985 2024 Ⅱ □ □ 19

20 紀寺歩道橋 大森高畑線 26.2 1.5 39.3 1973 2023 Ⅲ □ □ 20

　本表の対策順位は、2023年度末時点の点検結果等に基づく計画です。最新の点検結果やその他の社会的状況の変化等により、対策順位は変動する可能性があります。

橋梁名称 路線名 跨線橋
点検計画
点検：□最新

点検年
最新

判定区分
整理番号 緊急輸送道路

橋長 幅員 橋面積
竣工年 対策順位
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奈良市 

トンネル個別施設計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ７年 ２月 

奈良市建設部 道路インフラ保全課 



 

 

１．はじめに 

 
奈良市では、平成26年度から５年に１度の近接目視点検が義務化され、1巡

目点検（2014～2018年）、2巡目点検（2019～2024年）を実施し、令和6年度

末までに全3基の点検が完了しています。最新点検結果では、判定区分Ⅱ（予

防保全段階）が2施設、判定区分Ⅰ（健全）が1基となっています。令和６年

度末時点での診断結果を表１に示す。 

 

表1.奈良市管理トンネルの定期点検結果（令和６年度末時点） 

管理者名 点検計画数 点検実施数 
判定区分内訳 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

奈良市 3 3 
1 2 0 0 

33％ 67％ 0％ 0％ 

措置数 0 0 - - 

 

 

 

２．トンネル個別施設計画のポイント 

 
● 予防保全の観点から判定区分Ⅱの修繕を実施する。なお、定期点検結

果より判定区分Ⅲとなった場合速やかに修繕を行う。 

● 当面10年間の計画とする。 

● 診断結果は、点検完了後、速やかに計画に反映させる。 

● 修繕の実施状況、点検結果の遷移等を把握することで効率的な点検・修繕

方法等を今後に活用する。 

 
 

  

1



 

 

３．トンネル個別施設計画 

 

トンネル個別施設計画は下記および別紙１（トンネルリスト）に示す。 

① 対象施設 

３基 

 

② 計画期間 

令和7年度～令和16年度の10年間 

 

③ 対策の優先順位の考え方 

定期点検結果【施設毎の健全性】および【路線の重要度】の評価点を

算出し、その合計点をもって優先順位を設定する。 

【健全性】 

定期点検結果から施設毎の判定結果を用いる。 

 

【路線の重要度】 

トンネルの建設された路線の状況により、施設の重要度を定量的に評価

する。トンネルは、緊急輸送道路、バス路線、通学路に該当しないた

め、延長により重み付けを行い、評価点とする。 

評価項目 評価区分 評価点 

延長 
1km 以上 10 
200m 以上 1km 未満 5 
200m 未満 0 

 
 

④個別施設計画の状態等 

点検結果等について別紙1（トンネルリスト）に示す。 

 

⑤対策内容と実施時期 

対策内容・対策時期について別紙1（トンネルリスト）に示す。 

 

⑥対策費用 

各施設の対策費用は別紙1（トンネルリスト）に示す。 
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４．事業の効率化の取り組み 

 

トンネルの維持管理の効率化、コスト縮減を目的として、下記の取り組み

を行う。 

● 集約化・撤去対象の検討を行った結果、3基とも山間部に位置しており、隣接

する迂回路を通行した場合、約10km（所要時間約20分）を迂回することとな

り、社会活動等に大きな影響を与えるため集約化・撤去を行うことが困難で

す。新設道路の開通等による交通状況の変化があった場合は、当該トンネル

について、集約化・撤去を検討することを目標とします。 

● 令和16年度までに、3基のトンネルで新技術を活用し、約100万円のコスト縮減

を目標とします。 

● 短期的な数値目標として、新技術の活用により令和16年度までに約100万円の

コスト縮減を目標に取り組みます。 
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(m) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

整理番号
梁
名

路
線
名

輸
送

トンネルの施工法 橋長
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

1 中之庄トンネル 東部第392号線 山岳（NATM) 1124 2013 2023 Ⅱ □ □ 1

2 深川トンネル 上深川北野桃香野線 山岳（矢板） 207 1983 2023 Ⅱ □ □ 2

3 奈良阪トンネル 北部第697号線 山岳（NATM) 124 2014 2021 Ⅰ □ □ 3

　本表の対策順位は、2023年度末時点の点検結果等に基づく計画です。最新の点検結果やその他の社会的状況の変化等により、対策順位は変動する可能性があります。

延長
竣工年施設名 路線名

点検計画
点検：□

トンネルの施工
法

対策順位
最新

点検年
最新

判定区分
整理番号 緊急輸送道路
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奈良市 

大型カルバート個別施設計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ７年 ２月 

奈良市建設部 道路インフラ保全課 



 

 

１．はじめに 

 
奈良市では、平成26年度から５年に１度の近接目視点検が義務化され、1巡

目点検（2014～2018年）、2巡目点検（2019～2024年）を実施し、令和6年度

末までに全20基の点検が完了し、これまでに１基が判定区分Ⅲ（早期措置段

階）と診断された。判定区分Ⅲ（早期措置段階）は次回点検までに修繕を終

えることが望ましいとされ、早期の修繕が必要です。令和６年度末時点での

診断結果を表１に示す。 

 

表1.奈良市管理大型カルバートの定期点検結果（令和６年度末時点） 

管理者名 点検計画数 点検実施数 
判定区分内訳 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

奈良市 8 8 
2 5 1 0 

25％ 62％ 13％ 0％ 

措置数 0 0 0 - 

 

 

２．大型カルバート個別施設計画のポイント 

 
● Ⅲ判定施設の修繕工事を優先的に取り組む。 

● 当面10年間（早期措置対応が必要となる期間）の計画とする。 

● 診断結果は、点検完了後、速やかに計画に反映させる。 

● 修繕の実施状況、点検結果の遷移等を把握することで効率的な点検・修繕方

法等を今後に活用する。 

 
  

1



 

 

３．個別施設計画 

 

個別施設計画は下記および別紙１（大型カルバートリスト）に示す。 

① 対象施設 

８基 

② 計画期間 

令和7年度～令和16年度の10年間 

③ 対策の優先順位の考え方 

定期点検結果【施設毎の健全性】および【路線の重要度】の評価点を

算出し、その合計点をもって優先順位を設定する。 

 

【施設の健全性】 

定期点検結果から施設毎の判定結果を用いる。 

 
【路線の重要度】 

大型カルバートの建設された路線の状況により、施設の重要度を定量的

に評価する。大型カルバートは、緊急輸送道路、通学路に該当する施設

はないため、評価点は下記の通り、延長、バス路線について重み付けを

行い、評価点とする。 

評価項目 評価区分 評価点 

延長 
100m 以上 5 
50m 以上 100m 未満 3 
50m 未満 0 

バス路線 
・バス路線 
・交差路線がバス路線 5 

その他 0 
 

 

④個別施設計画の状態等 

点検結果等について別紙１（大型カルバートリスト）に示す。 

 
⑤対策内容と実施時期 

対策内容・対策時期について別紙１（大型カルバートリスト）に示

す。 

 
⑥対策費用 

各施設の対策費用は別紙１（大型カルバートリスト）に示す。 
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４．事業の効率化の取り組み 

 

大型カルバートの維持管理の効率化、コスト縮減を目的として、下記の取

り組みを行う。 

● 管理する8基の大型カルバートについて、現状、集約化、撤去等の可能性のあ

る大型カルバートは無いが、新設道路の開通等による交通状況の変化があっ

た場合は、当該大型カルバートについて、集約化・撤去を検討することを目

標とする。 

● 令和16年度までに、5基の大型カルバートで新技術を活用し、約20万円のコス

ト縮減を目標とします。 

● 令和16年度までの10年間で、新技術の活用を検討する大型カルバートについ

て、約20万円のコスト縮減を目指す。 
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(m) (m) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

整理番号
梁
名

路
線
名

輸
送

橋長 幅員
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

1 中部第173号線ﾄﾝﾈﾙ 中部第173号線 150 7.3 1990 2023 Ⅲ □ □ 1

2 中部第736号線ﾄﾝﾈﾙ 中部第736号線 40.3 3 1963 2023 Ⅱ □ □ 2

3 六条奈良阪線トンネル（車道部） 六条奈良阪線 36.4 7 2022 2023 Ⅱ □ □ 3

4 西部第429号線ﾄﾝﾈﾙ 西部第429号線 50.8 7.9 1990 2023 Ⅱ □ □ 4

5 北部第638号線ﾄﾝﾈﾙ(車道部) 北部第638号線 14.9 2.5 1990 2023 Ⅱ □ □ 5

6 北部第638号線ﾄﾝﾈﾙ(歩道部) 北部第638号線 14.9 7.3 1990 2023 Ⅱ □ □ 6

7 六条奈良阪線トンネル（歩道部（西）） 六条奈良阪線 36.4 2.5 2022 2023 Ⅰ □ □ 7

8 六条奈良阪線トンネル（歩道部（東）） 六条奈良阪線 36.4 2.5 2022 2023 Ⅰ □ □ 8

　本表の対策順位は、2023年度末時点の点検結果等に基づく計画です。最新の点検結果やその他の社会的状況の変化等により、対策順位は変動する可能性があります。

延長 幅員
竣工年施設名 路線名

点検計画
点検：□ 対策順位

最新
点検年

最新
判定区分

整理番号 緊急輸送道路
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奈良市 

門型標識個別施設計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 ７年 ２月 

奈良市建設部 道路インフラ保全課 



 

 

１．はじめに 

 
奈良市では、平成26年度から５年に１度の近接目視点検を実施しており、

平成27年度（1巡目点検）、令和元年度（2巡目点検）に全１基の点検を行い、

判定区分Ⅰ（健全）と診断された。令和６年度末時点での診断結果を表１に

示す。 

 

表1.奈良市管理門型標識の定期点検結果（令和６年度末時点） 

管理者名 点検計画数 点検実施数 
判定区分内訳 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

奈良市 1 1 
1 0 0 0 

100％ 0％ 0％ 0％ 

措置数 0 - - - 

 

 

 

２．門型標識個別施設計画のポイント 

 
● Ⅲ判定に至った場合には腐食（破断）が顕在化する状態であり、更新

を行う必要が生じるため、予防保全の観点からⅡ判定で補修を行う。 

● 当面10年間の計画とする。 

● 診断結果は、点検完了後、速やかに計画に反映させる。 

● 修繕の実施状況、点検結果の遷移等を把握することで効率的な点検・修繕方

法等を今後に活用する。 

 
  

1



 

 

３．門型標識個別施設計画 

 

門型標識個別施設計画は下記および別紙１（門型標識リスト）に示す。 

① 対象施設 

１基 

 

② 計画期間 

令和7年度～令和16年度の10年間 

 

③ 対策の優先順位の考え方 

対象施設は１基のみであるため、優先順位の設定は行わない。 

 

④ 個別施設計画の状態等 

点検結果等について別紙1（門型標識リスト）に示す。 

 

⑤ 対策内容と実施時期 

施設の対策内容は、下記の通り設定した。 

対象施設は判定区分Ⅰ（健全）のため、計画期間内では施設の対策は

行わない計画とする。 

表１ 維持管理シナリオに対する対策時期及び対策内容 

シナリオ 対策時期 対策内容 

予防保全 判定区分Ⅱ 再塗装 

早期保全 判定区分Ⅲ 更新 

 

⑥ 対策費用 

計画期間内では施設の対策は行わない。  
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４．事業の効率化の取り組み 

 

門型標識の維持管理の効率化、コスト縮減を目的として、下記の取り組み

を行う。 

● 管理する1基の門型標識について、新設道路（西ノ京西南北線）の開通にあわ

せて、集約化・撤去することを目標とし、約10万円のコスト縮減を目指しま

す。 

● 令和16年度までに、1基の門型標識に対して修繕や点検等に係る新技術等の検

討を行い、約2万円のコスト縮減を目標とします。 

● 令和16年度までの10年間で、新技術を活用し、約2万円のコスト縮減を目指

す。修繕工事においても、設計段階から新技術の活用を含めた比較検討を行

う。 
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(m) 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

整理番号
梁
名

路
線
名

輸
送

幅員
竣
工
年

2巡目 2巡目 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 対策順位

1 門型標識 中部第329号線 7.2 1990 2019 Ⅰ □ □ 1

幅員
竣工年施設名 路線名

点検計画
点検：□ 対策順位

最新
点検年

最新
判定区分

整理番号 緊急輸送道路
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奈 良 市 

 

 橋 梁 耐 震 補 強 計 画 （案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奈 良 市
 

 建設部 道路インフラ保全課 

 

 

 



 

第１章 背景・目的 

 

全国の道路橋の数は高速自動車国道、国都道府県道および市町村道を合わせ約 73 万橋あります

（「道路メンテナンス年報（国土交通省道路局 2024 年 8 月）」）。多くの橋梁は、高度成長期（1960 年代

～1970 年代）に集中的に建設され、老朽化等によるｺﾝｸﾘｰﾄ部材のひびわれおよび剥離・剥落、鋼部

材の腐食・亀裂等の損傷が顕在化しております。損傷の発生は、交通事故の起因、補修工事による交

通規制および通行止め、車両や人への第三者被害、道路交通の安全性や経済性に多大な影響を及

ぼします。 

 

このような背景を受け、奈良市では『奈良市橋梁長寿命化修繕計画』を策定し、奈良市が管理する橋

梁（令和 7 年度時点で 666 橋）の修繕事業を進めております。 

 

従来の事後的な修繕および架替えから、予防的な修繕および計画的な架替えへと転換をし、橋梁の

長寿命化により、修繕や架替えに係る費用の縮減と平準化を図ると同時に、安心なまちづくりの一貫と

して、兵庫県南部地震（平成７年）や東北地方太平洋沖地震（平成２３年）の教訓からも、大規模地震時

における落橋事故や倒壊等を未然に防ぎ、災害時における緊急車両や救援物資の輸送路として位置

づけられている緊急輸送道路のﾈｯﾄﾜｰｸを確保することが急務とされています。 

 

早期に橋梁の耐震補強を実施・完了するために本計画を策定し、計画に沿って効率的に事業を進

めていくことを目標とします。 
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第２章 耐震補強対象橋梁の選定 

 

橋梁長寿命化対象橋梁である 666 橋の中から、耐震補強を優先的に進める橋梁の選定基準は、以

下のとおりとします。 

 

【優先的に実施する橋梁】 

①目標とする耐震性能を満たしていない橋梁 

 ※目標とする耐震性能は、供用されている道路状況等により異なります。 

  耐震性能 3：落橋・倒壊を防止する機能を有する 

  耐震性能 2：耐震性能 3 の機能に加え、速やかな機能回復が可能な性能を有する 

②ネットワーク機能の維持に重要な路線の橋梁 

（緊急輸送路、重要物流道路、代替路・補完路） 

③緊急輸送道路等に影響する橋梁（緊急輸送路を跨ぐ橋梁、跨線橋） 

 

 

優先的に実施する橋梁の中で補強の優先順位は、以下の内容を踏まえて決定しました。なお、跨線

橋については、鉄道事業者との協議が必要となることから個別に対策の優先順位を決定しました。次頁

に選定フローを示します。 

 

・ネットワーク機能の維持に重要な路線を優先的に対策（重要な防災拠点を結ぶ緊急輸送路、重要

物流道路、代替・補完路を優先的に実施） 

・上記路線のうち、落橋等防止性能が確保されていない橋梁の対策（耐震性能 3 未満の橋梁） 

・上記路線のうち、迂回路が無い橋梁の耐震性能 2 の確保 

・上記路線のうち、「今後 30 年間に震度 6 弱以上の確率が 26%以上」のエリアにある橋梁 

※同優先度グループに複数橋梁がある場合「優先する構造」、 「避難路」に該当する橋梁を優先し、長

寿命化修繕計画で検討した「橋梁の重要度による橋梁毎の点数」、「ハザードマップによる区分」、「架

設年、橋長」で優先順位を決める。 

 

優先的に実施する橋梁以外の橋梁も目標とする耐震性能を満たしていない橋梁については、本計

画終了後、引き続き速やかに対策を進めてまいります。 
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優先順位検討フロー 

 

 

  

耐震性能3未満の橋梁

耐震性能3の橋梁

迂回路が無い孤立橋 今後30年間に震度6弱以上の確率が26%以上 優先度①

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%未満 優先度②迂回路がある橋梁

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%以上 優先度③

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%未満 優先度④

迂回路が無い孤立橋 今後30年間に震度6弱以上の確率が26%以上 優先度⑤

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%未満 優先度⑥迂回路がある橋梁

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%以上 優先度⑦

今後30年間に震度6弱以上の確率が26%未満 優先度⑧

緊急輸送路等に影響する橋梁

（緊急輸送路を跨ぐ跨道橋等）
上記と同様のフローで優先順位の決定

緊急輸送路等以外の路線の橋梁 上記と同様のフローで優先順位の決定

ネットワーク機能の維持に重要な路線の橋梁

（緊急輸送路かつ重要物流道路、代替・補完路）

③橋梁の重要度による橋梁毎の点数 ④ハザードマップ

①優先する構造

⑤架設年、橋長

※同優先度グループに複数橋梁がある場合

緊急輸送路または重要物流道路、代替・補完路 上記と同様のフローで優先順位の決定

②避難路
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第３章 耐震整備のスケジュール 

 

国土交通白書 2020 より、南海トラフ地震が今後 30 年以内に発生する確率は、70～80％と高くなって

おります。このﾃﾞｰﾀを踏まえると、大規模地震が発生する前に、早急な耐震整備が求められます。 

奈良市におきましては、平成 24 年（2018 年）に耐震補強計画（案）が策定され、令和 6 年度までに

14 橋の耐震補強を実施してきました。今後も耐震補強を計画的に進めるため、令和 13 年（2031 年）ま

での約 7 年間で対象橋梁の整備を行えるよう目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通白書 2020 より 
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第４章 耐震性能の設定 

 

 橋の耐震補強設計を行う際、道路橋示方書に基づき設計を行います。道路橋示方書によります

と、橋の耐震設計においては、まず橋に求められる耐震性能（耐震補強のｸﾞﾚｰﾄﾞ）を定める必要

があります。 
 耐震性能を定めるには、まず設計上想定する地震動（地震による揺れの強さ）を決めなければ

なりません。その地震動には以下の通り 2 種類ありますが、地震後における橋の社会的役割や

防災上の位置付け、橋としての機能が失われることの影響度の大きさ等を鑑みますと、第 2 章

による対象橋梁の選定基準（緊急輸送道路等の重要路線に関係する橋梁）から、奈良市ではﾚﾍﾞ

ﾙ 2 地震動に対する耐震設計を行います。 
 

＜地震動の種類＞ 

 
 

本計画において設定する耐震性能ですが、設計上考慮する地震動がﾚﾍﾞﾙ 2 地震動であること

と、対象橋梁の重要度区分が B 種であるから、橋に求められる耐震性能（耐震補強のｸﾞﾚｰﾄﾞ）

は耐震性能 2 となります。本計画では、耐震性能 2（ｸﾞﾚｰﾄﾞとしてはﾌﾙｽﾍﾟｯｸ）と定め、設計及

び工事を進めてまいります。 
 

 

 

 
 

※ﾚﾍﾞﾙ2地震動において2種類の地震動を考慮している理由は、ﾀｲﾌﾟⅠの地震動は大きな振幅が長時間繰り返して作用する地震

動であるのに対し、ﾀｲﾌﾟⅡの地震動は継続時間は短いが極めて大きな強度を有する地震動であり、地震動の特性が異なることか
ら、両方の地震動を耐震設計で考慮する必要があるためです。

地震動の種類 地震動の内容

発生頻度が低いﾌﾟﾚｰﾄ境界型の大規模な地震による地震動

平成7年（1995年）兵庫県南部地震のような発生頻度が極めて低い内陸
直下型地震による地震動

ﾀｲﾌﾟⅡの地震動
ﾚﾍﾞﾙ2地震動

橋の供用期間中に発生する確率が高い地震動

ﾀｲﾌﾟⅠの地震動

ﾚﾍﾞﾙ1地震動

高速自動車国道，都市高速道路，指定都市高速道路，本州四
国連絡道路，一般国道の橋
都道府県道，市町村道のうち，複断面，跨線橋，跨道橋及び地
域の防災計画上の位置付けや当該道路の利用状況等から特に
重要な橋

・

・

　下記以外の橋

対象となる橋

表－2.3.1　橋の重要度の区分

橋の重要度の区分

A種の橋

B種の橋

 タイプⅠの地震動

 （プレート境界型の大

 規模な地震）

 タイプⅡの地震動

 （兵庫県南部地震のよ

 うな内陸直下型地震）

出典：道路橋示方書・同解説　Ⅴ耐震設計編

（（社）日本道路協会）　　P.12～13

表－解2.2.2　設計地震動と目標とする橋の耐震性能

設計地震動

レベル1地震動

レベル2

地震動

 地震によって橋としての健全性を損なわない性能

 （耐震性能1）

A種の橋 B種の橋

地震による損傷が限定的な
ものに留まり、橋として機能
の回復が速やかに行い得る
性能
（耐震性能2）

地震による損傷が橋として
致命的とならない性能
（耐震性能3）
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第５章 橋梁耐震補強の実施例 

 
 本計画にて実施する橋梁耐震整備は、各橋梁固有の形式や周辺状況等に応じて、主に下図の

ような工法から選定し実施致します。 
 

 
 
 

 

◇耐震補強イメージ

橋脚

桁

橋脚

橋脚

橋脚

桁 桁

桁 桁

①橋脚補強

（ｺﾝｸﾘｰﾄ・鋼板巻立て補強等）

②落橋防止対策

（変位制限装置）

③落橋防止対策

（落橋防止装置）

④落橋防止対策

（桁かかり長確保）

変位制限装置

変位防止装置

（桁連結）

変位防止装置

（桁と脚連結）
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奈良市役所 建設部 道路建設課 橋 梁 係

〒630－8045 奈良市二条大路南一丁目1番1号

TEL （0742）34－5164 FAX （0742）36－7741
dourokensetsu@city.nara.lg.jp

いつまでも住み続けたい安寧の地をめざして・・・

道路インフラ保全課 

〒630-8580 奈良市二条大路南一丁目 1 番 1 号 
 TEL（0742）34−5164 FAX（0742）36-7741 
 douroinfra@city.nara.lg.jp 
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